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平
成
30
年
度
甲
賀
市
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
総
額
３
７
２
億
３
千
万
円
。
対
前
年
度
比
17
億
７
千
万
円
の
減
、
率
に

し
て
４
・
５
％
の
減
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
新
年
度
一
般
会
計
予
算
、
及
び
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
２
議
案

に
つ
い
て
、
５
日
間
の
べ
29
時
間
に
わ
た
っ
て
、
各
所
管
別
に
、
主
要
事
業
を
中
心
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

各
委
員
か
ら
は
、
事
業
の
積
算
根
拠
や
見
通
し
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
ま
た
積
極
的
な
提
案
・
提
言
も
出
さ
れ
、

討
論
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

市民１人

あたり

にすると

40万 7,750円

市民１人

あたり

にすると

40万 7,750円

会 計予算会 計予算

47,230円
教育費

幼稚園・小中学校、
生涯教育にかかる経費

１人あたり

43億1,235万1千円

45,403円
総務費

まちづくり計画
財政効率的運用の経費

１人あたり

41億4,552万5千円

44,513円
土木費

道路など暮らしの
土台を築く経費

１人あたり

40億6,426万2千円

39,612円
衛生費

市民生活と
環境保全のための経費

１人あたり

36億1,677万3千円

16,961円
農林水産業費

農林業や地場産業の
振興のための経費

１人あたり

15億4,864万3千円

140,528円
民生費

地域福祉の
基盤、健康づくり経費

１人あたり

128億3,108万1千円

オ
ー
ル
甲
賀
で
未
来
へ
つ
な
ぐ
本
格
予
算

甲賀市人口 91,306人（２月末住民基本台帳）

372.3億円

集中審査
372.3億円

集中審査
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総
括
質
疑
で
は
、
民
生
費
が
伸
び
て

い
る
要
因
、
自
主
財
源
比
率
が
50
％
を

上
回
っ
た
こ
と
、
各
種
基
金
の
取
り
崩

し
、
法
人
税
増
の
要
因
な
ど
に
つ
い
て

質
疑
し
ま
し
た
。

　

民
生
費
の
伸
び
は
、
扶
助
費
の
増
加

や
税
改
正
に
よ
る
も
の
。
高
齢
者
の
増

に
よ
り
他
会
計
へ
の
繰
り
出
し
が
年
々

増
加
し
て
い
る
。

　

自
主
財
源
比
率
が
高
い
こ
と
は
、
自

立
し
た
財
政
運
営
が
可
能
。

　

財
政
調
整
基
金
は
標
準
財
政
規
模
の

10
％
程
度
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
甲
賀

市
で
は
20
億
円
で
対
応
可
能
。

　

法
人
税
収
の
伸
び
は
、
市
内
企
業
が

大
手
と
合
併
し
た
た
め
で
、
平
成
29
年

度
決
算
を
見
込
ん
だ
も
の
、
と
い
う
説

明
で
し
た
。

　

そ
の
後
各
所
管
別
に
、
主
要
事
業
を

中
心
に
、
予
算
の
積
算
根
拠
や
新
規
・

拡
充
事
業
の
内
容
、
市
民
の
要
求
実
現

の
視
点
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

総
合
政
策
部
所
管

　

「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
１
億
円
」
に

つ
い
て
は
賛
否
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
。

ま
た
新
年
度
か
ら
貸
付
金
５
億
円
に
対

す
る
返
済
が
始
ま
る
「
あ
い
コ
ム
こ
う

か
」
に
対
す
る
経
営
健
全
化
、
地
域
情

報
基
盤
の
活
用
に
つ
い
て
積
極
的
な
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
環
境
部
・
健
康
福
祉
部

　
　
　
　
　
　

こ
ど
も
政
策
部
所
管

　

懸
案
に
な
っ
て
い
る
防
犯
灯
と
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
に
つ
い
て
は
、
市
及
び
自
治
会
管

理
の
防
犯
灯
に
つ
い
て
集
約
し
、
管
理

の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
今
後
検
討
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
。
避
難
要
支
援
者
事

業
や
生
活
保
護
、
信
楽
で
復
活
す
る
乳

児
健
診
、
徘
徊
高
齢
者
事
前
登
録
、
入

所
希
望
が
多
い
児
童
ク
ラ
ブ
、
三
歳
未



一般会 一般会 　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
１
億
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
裏
付
け
が
な
い
寄

付
金
を
計
上
す
る
の
は
問
題
。

　
ま
た
、
歳
出
で
は
コ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
や
西
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
合

併
特
例
債
の
期
限
か
ら
十
分
検
討
さ
れ

な
い
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
市
民
の
要

求
と
い
う
点
で
も
中
学
校
卒
業
ま
で
の

医
療
費
無
料
化
や
給
食
費
の
負
担
軽

減
、
高
齢
者
の
無
料
乗
車
券
の
拡
充
な

ど
は
先
送
り
さ
れ
て
い
る
。
地
域
経
済

活
性
化
と
い
う
点
で
も
十
分
で
は
な

い
。
よ
っ
て
反
対
。

　
旧
甲
賀
病
院
の
跡
地
利
用
、
給
食
セ

ン
タ
ー
の
変
更
な
ど
一
歩
一
歩
で
は
あ

る
が
進
ん
で
き
た
。
市
長
任
期
を
見
据

え
た
こ
れ
ま
で
に
な
い
予
算
編
成
で
あ

る
。
将
来
の
財
源
確
保
に
向
け
た
戦
略

的
予
算
編
成
で
あ
り
評
価
で
き
る
。
ま

た
第
二
次
総
合
計
画
に
沿
っ
た
積
極
的

予
算
で
あ
り
賛
成
。

　
自
主
財
源
が
50

％
を
上
回
り
、
柔
軟

な
市
政
運
営
に
期
待
す
る
。
限
ら
れ
た

予
算
の
中
で
最
大
効
果
を
あ
げ
る
努
力

が
み
ら
れ
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
１
億
円

の
意
気
込
み
を
感
じ
る
。
ま
た
合
併
特

例
債
を
よ
り
有
利
に
効
果
的
に
使
う
と

い
う
考
え
方
を
評
価
し
賛
成
。

賛
成
多
数
で
可
決

反

対

討

論

42,762円
公債費 市の借金。償還経費 １人あたり

39億442万4千円

賛

成

討

論

1,095円
予備費 予備費 １人あたり

1億円

1,654円
労働費 勤労者支援などの経費 １人あたり

1億5,097万8千円

16,431円
消防費 消防体制の充実と

防災のための経費
１人あたり

15億29万4千円

8,467円
商工費

商工業を応援し
観光づくりのための経費 １人あたり

7億7,311万1千円

2,996円
議会費 市民の声を市政に届ける

議会にかかる経費
１人あたり

2億7,355万4千円

平　成
30年度
平　成
30年度
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満
児
保
育
、
保
育
士
確
保
対
策
な
ど
に

つ
い
て
問
題
点
、
課
題
が
出
さ
れ
意
見

交
換
し
ま
し
た
。

産
業
経
済
部
所
管

　

緊
急
経
済
対
策
で
始
ま
っ
た
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
あ
り
方
、
観
光

誘
客
の
た
め
の
ツ
ア
ー
バ
ス
乗
合
補
助

の
実
行
性
な
ど
に
つ
い
て
指
摘
。

建
設
部
所
管

　

河
川
整
備
や
市
道
の
維
持
補
修
、
昨

年
秋
か
ら
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
コ
ミ
バ

ス
・
コ
ミ
タ
ク
の
実
績
と
今
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
意
見
が
集
中
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
所
管

　

新
年
度
か
ら
始
ま
る
小
学
校
で
の
英

語
授
業
、
東
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で

の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
、
小
中
学
校
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
整
備
事
業
に
つ

い
て
。
ま
た
、
こ
こ
数
年
減
少
し
て
い

る
公
民
館
事
業
や
幼
保
・
小
中
再
編
計

画
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
あ
り
方
、
確

か
な
学
力
向
上
事
業
、
紫
香
楽
宮
跡
の

歴
史
的
保
存
と
そ
れ
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
も
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
再
度
総
括
質
疑
を
行
い
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
地
域
振

興
事
業
、
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
、
土

地
使
用
料
、
職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
研
修
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

と
新
年
度
予
算
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が

出
さ
れ
ま
し
た
。



「
オ
ー
ル
甲
賀
で
未
来
に
つ
な
ぐ
本
格
予
算
」
と
し
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
掲
げ
る
３
つ
の
テ
ー
マ
、「
子

育
て
・
教
育
」
と
「
地
域
経
済
」
と
「
福
祉
・
介
護
」
に
基
づ
き
、
さ
ら
に
10
の
テ
ー
マ
、
１
３
１
の
主
要
事
業
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
予
算
編
成
過
程
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
各
部
局
の
積
み
上
げ
、
総
務
部
査
定
、
市

長
査
定
、
と
３
段
階
で
公
表
さ
れ
る
な
ど
情
報
公
開
に
努
め
ら
れ
た
こ
と
も
特
徴
で
し
た
。

新年度
予算
ポイント

新年度
予算
ポイント

生きる力・キャリア教育プロジェクト

２億９１４９万５千円

夢の学習事業・金の卵プロジェクト事業・確

かな学力向上事業など６事業

子育て世帯応援プロジェクト

２億５３２７万８千円

乳幼児健康診査事業・子育て応援医療給付事

業など６事業

保育の「質」向上プロジェクト

２億９９７２万３千円

放課後児童クラブ支援事業・保育士確保事業

など５事業

　シティセールスについ

ては広報課が入り口であ

るが、産業経済部など連

携して推進すること。

　日本遺産に甲賀忍者が

認定されたことを受けて

DMOの設立や観光誘客事

業が取り組まれようとし

ているが、その位置づけ

や目的など曖昧さも見ら

れ、問題点を指摘した。

　土山から南草津までの

高速バス実証運行は利用

ニーズを受けて今後も拡

充に向けて検討を進める。

　空家等対策については

行政代執行で特定空家の

解体工事が予算化される。

　小学校におけるICT教

育環境整備事業では、無線

LAN整備、電子黒板、タブ

レット、デジタル教科書な

ど活用について質疑。

　乳幼児健診は信楽で乳

児健診が復活するが、市

内等しく受けられること

が大事。土山でも復活を

求めた。

シティセールス推進プロジェクト

６１３３万９千円

ふるさと納税推進事業など２事業

新産業特区プロジェクト

７６２３万２千円

茶生産振興対策事業など６事業

女性、若者の活躍、定住プロジェクト

６９６万７千円

女性の起業・キャリアアップ事業など３事業

甲賀流観光振興プロジェクト

７２８０万２千円

忍者を核とした観光拠点整備事業など５事業

空きキャパシティ活用プロジェクト

４億１９７７万円

空家等対策事業など６事業

中山間地域再生プロジェクト

３億５９９８万８千円

コミュニティバス・タクシー運行事業など５

事業

地域・世代まるごと包括ケアプロジェクト

３２８６万６千円

健康寿命を延ばそう事業など６事業

（第７号）歳入歳出からそれぞれ７８９０万２千円を減額。国の補正

予算に伴う事業を追加計上ほか

（第８号）国の補正に伴い、新たに補助採択された学校施設整備（空調

整備・トイレ改修）関連予算８億３５８０万円を追加

（第９号）梅田児童館の解体工事でアスベストが確認されたため、年

度内に完了が見込めない１事業を繰越

補正予算

地域経済

福祉・介護

審査のポイント

審査のポイント

審査のポイント

平成29年度

一般会計補正予算

子育て・教育

１

２

３

４

５

６

7

８

９

10

Poi
nt

Poi
nt

Poi
nt

Poi
nt

Poi
nt

Poi
nt

以上３件　全員賛成にて可決すべきものと決定
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議案審議
　

３
月
定
例
会
は
２
月
20
日
か
ら
３
月
26
日
ま
で
の
35
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
市

長
提
案
44
件
、
請
願
３
件
、
意
見
書
12
件
の
計
59
議
案
を
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

46
議
案
を
委
員
会
に
付
託
し
審
査

総
務
常
任
委
員
会

◆
土
地
取
得
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正

◆
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の

一
部
改
正

◆
契
約
締
結
の
議
決

（
仮
称
）
ま
ち
づ
く
り
コ
ア
・
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
新
築
工
事
（
建
築
主
体
工
事
）

　

  

請
負
業
者　

㈱
フ
ジ
サ
ワ
建
設

　

  

請　

負　

額　

４
億
６
３
３
２
万
円

◆
包
括
外
部
監
査
契
約
締
結
の
議
決

（
以
上
５
件　

全
員
賛
成
に
て
可
決
）

（仮称）まちづくりコア・ステーション建設用地

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

  

反
対
討
論

　

新
制
度
移
行
に
あ
た
り
、
加
入
者
の

負
担
が
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
新
た

な
保
険
者
支
援
交
付
金
も
徴
税
強
化
が

想
像
で
き
問
題
。

  

賛
成
討
論

　

安
定
的
な
国
保
運
営
の
た
め
、
先
を

見
越
し
た
予
算
編
成
を
す
る
必
要
が
あ

る
。　
　
　
　

 

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

  

反
対
討
論

　

本
制
度
自
体
、
年
齢
で
区
切
る
こ
と

に
よ
り
高
齢
者
が
医
療
に
か
か
り
に
く

い
と
い
う
根
本
的
な
問
題
が
あ
る
。

  

賛
成
討
論

　

本
制
度
は
、
後
期
高
齢
者
に
と
っ
て

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

  

反
対
討
論

　

保
険
料
は
払
う
が
、
実
際
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
な
い
。
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

す
れ
ば
保
険
料
に
反
映
す
る
制
度
の
矛

盾
が
あ
る
。

  

賛
成
討
論

　

介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
者
の
介
護

を
社
会
全
体
で
支
え
合
う
仕
組
み
で
あ

り
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
向
け
た
財
源

確
保
も
さ
れ
て
お
り
賛
成
。

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆
病
院
事
業
会
計
予
算

◆
診
療
所
事
業
会
計
予
算

◆
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計
予
算

◆
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人

員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例

◆
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　

他
２
件

（
以
上
７
件　

全
員
賛
成
に
て
可
決
）

◆
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

  

反
対
討
論

　

サ
ー
ビ
ス
提
供
が
多
く
な
る
と
保
険

料
に
跳
ね
返
る
仕
組
み
。
今
で
も
大
変

な
保
険
料
で
あ
り
、
引
き
上
げ
に
は
反

対
。

  

賛
成
討
論

　

当
初
よ
り
介
護
保
険
料
は
上
が
っ
て

い
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
格
段
に

進
ん
で
い
る
こ
と
を
評
価
す
る
。

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆
保
健
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正

　

他
５
件

◆
平
成
29
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

◆
平
成
29
年
度
甲
賀
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

◆
財
産
の
取
得

（
仮
称
）
西
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業
用
地

　
　

 

面
積　

２
万
１
６
９
２
㎡

　
　

 

金
額　

６
０
７
４
万
３
７
２
円

◆
財
産
の
処
分

旧
梅
田
会
館
等
の
土
地
・
建
物

◆
契
約
締
結
の
議
決

甲
南
第
一
小
学
校
大
規
模
改
造
（
２

期
）
・
増
築
工
事

請
負
業
者　

三
陽
建
設
㈱

請
負
額　

３
億
６
７
２
０
万
円

（
以
上
11
件　

全
員
賛
成
に
て
可
決
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会

◆
野
洲
川
基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
特

別
会
計
予
算

◆
水
道
事
業
会
計
予
算

◆
下
水
道
事
業
会
計
予
算

◆
工
場
立
地
法
に
お
け
る
緑
地
等
の
基

準
の
特
例
を
定
め
る
条
例

◆
農
村
公
園
条
例
の
一
部
改
正

　

他
３
件

◆
財
産
の
処
分

● 

末
田
共
同
作
業
所
の
土
地
・
建
物

● 

上
野
ふ
れ
あ
い
広
場

● 

里
山
か
む
ら
交
流
館

◆
市
道
路
線
の
廃
止

鹿
深
１
号
線
外
２
路
線

◆
市
道
路
線
の
認
定

鹿
深
１
号
線
外
５
路
線

（
以
上
13
件　

全
員
賛
成
に
て
可
決
）
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臨時会　請願・意見書　議案審議

第
１
回
臨
時
会

　

２
月
６
日
に
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、

和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ

と
に
つ
い
て
16
件
の
専
決
処
分
報
告
が

あ
り
、
３
件
の
議
案
審
議
を
し
ま
し
た
。

◆
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見

を
求
め
る
こ
と

　

増
山
好
子 

氏　

甲
賀
町

（
全
員
賛
成
に
て
適
任
）

◆
保
育
園
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

● 

鮎
河
保
育
園
を
閉
園
す
る
た
め
の

条
例
改
正

◆
学
校
条
例
の
一
部
改
正

● 

鮎
河
小
学
校
を
閉
校
す
る
た
め
の

条
例
改
正

（
以
上
２
件　

全
員
賛
成
に
て
可
決
）

議案等の名称 結
果

凛風会 志誠会 共産党 公明党
無所属
クラブ

無会派

橋
本
（
律
）

辻 土
山
田
中
（
新
）

谷
永
橋
本
（
恒
）

山
中
（
善
）

林
田
森
田
小
河
戎
脇
山
中
（
修
）

里
見
糸
目
山
岡
小
西
岡
田
白
坂
田
中
（
將
）

堀 竹
若
奥
田
鵜
飼
田
中
（
喜
）

主要農作物種子法に代わる公共品種を守る新しい法律をつ
くることを求める請願

不
採
択

● ● ● ● ● ● ●

議
長

● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ○

欠
席

● ○

農業者戸別所得補償制度の復活を求める請願
不
採
択

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ○ ● ○

中学校卒業まで医療費無料化の拡充を求める請願
不
採
択

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ○ ● ○

バリアフリー法の改正及びその円滑な施行を求める意見書 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

洪水回避等を目的とした流量確保のための中小河川の河道
掘削の予算の確保を求める意見書

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

所有者不明の土地利用を求める意見書 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ● ○ ○

国民が望まない憲法９条改憲の押し付け反対を求める意見書 否 ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ○ ● ○

相次ぐ沖縄県での米軍ヘリコプターの事故防止に関する意
見書

否 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ○ ● ○

仮称「原発ゼロ法案」の早期制定を求める意見書 否 ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ○ ● ○

国民健康保険における子どもに係る均等割額の軽減を求め
る意見書

否 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ○ ● ○

生活保護基準額の引き下げの撤回を求める意見書 否 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ○ ● ○

一括交付金制度の復活導入と拡充を求める意見書 否 ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ○

地域公共交通維持のための財政支援の拡充を求める意見書 否 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ○

長時間労働を規制する法律の早期制定を求める意見書 否 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ○

北方領土問題の解決促進等を求める意見書 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願・意見書　議決内容
※林田議長は採決に加わらない

○：賛成　●：反対

開
票
事
務
不
正
調
査
特
別
委
員
会

を
設
置

　

３
月
定
例
会
で
は
、
昨
年
10
月
22
日

執
行
の
第
48
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
小

選
挙
区
の
開
票
に
お
け
る
不
適
切
集
計

に
つ
い
て
議
会
と
し
て
調
査
、
検
証
す

る
た
め
、
開
票
事
務
不
正
調
査
特
別
委

員
会
の
設
置
が
提
案
さ
れ
、
全
員
賛
成

に
よ
り
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

委
員
は
議
長
を
除
く
全
議
員
で
、
事

実
関
係
の
把
握
・
検
証
や
再
発
防
止
に

向
け
た
検
証
等
を
行
い
ま
す
。

　

委　

員　

長　

 

谷
永　

兼
二

　

副
委
員
長　

 

里
見　
　

淳

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

　

３
月
定
例
会
で
は
議
会
改
革
推
進
特

別
委
員
会
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
特
別
委
員
会
の
委
員
は
７
人
で
、

委
員
長
に
森
田
久
生
副
議
長
、
副
委
員

長
に
田
中
將
之
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
（
◎
は
委
員
長
・
○
は
副
委
員
長
）

　

◎
森
田　

久
生　

○
田
中　

將
之

　
　

糸
目　

仁
樹　
　

奥
田　

宏
嗣

　
　

小
西
喜
代
次　
　

橋
本　

恒
典

　
　

鵜
飼　
　

勲

　

４
月
１
日
付
け
で
田
中
喜
克
議

員
が
凛
風
会
に
加
入
し
た
こ
と
か

ら
、
会
派
構
成
が
次
の
と
お
り
と

な
り
ま
し
た
。

● 

凛
風
会
９
人

● 

志
誠
会
６
人

● 

公
明
党
甲
賀
市
議
団
３
人

● 

日
本
共
産
党
甲
賀
市
議
員
団

３
人

● 

無
所
属
ク
ラ
ブ
２
人

● 

無
会
派
１
人

会
派
構
成
が
変
わ
り
ま
し
た
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土
地
取
得
事
業
特
別
会
計
予
算

　

こ
の
会
計
は
、
旧
町
で
事
業
目
的
が

あ
り
取
得
し
た
土
地
を
保
有
し
、
基
金

の
運
用
益
と
管
理
の
費
用
を
計
上
し
た

も
の
で
す
。

　

３
月
22
日
、
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
５
件
を
審
査
し
、
原

案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

付託議案

予
算
案
１
件
、
条
例
案
２
件
、
契
約
案
２
件

を
慎
重
審
査

Q
保
有
地
の
現
在
の
試
算
査
定
は
し

て
い
る
か
。

A
購
入
当
時
の
簿
価
で
あ
り
時
価
に

な
る
と
差
が
あ
る
。

Q
土
地
の
賃
貸
料
基
準
は
ど
う
か
。

A
固
定
資
産
評
価
額
の
６
パ
ー
セ
ン

ト
に
基
づ
い
て
い
る
。

　

個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正

　

こ
の
条
例
改
正
は
、
法
律
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
個
人
情
報
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

Q
個
人
情
報
と
は
ど
う
い
う
定
義
か
。

A
同
条
例
に
お
け
る
個
人
情
報
の
定

義
は
、
個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ

て
特
定
の
個
人
が
識
別
、
ま
た
は
、

他
の
情
報
と
照
合
す
る
こ
と
に
よ

り
識
別
さ
れ
得
る
も
の
を
含
み
個

人
情
報
と
し
て
い
る
。

　

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の

一
部
改
正

　

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
か
か
る
損
害

賠
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
が
改
正
施

行
さ
れ
、
補
償
基
準
で
は
扶
養
者
の
う

ち
配
偶
者
が
減
額
し
、
子
ど
も
が
増
額

と
な
る
も
の
で
す
。

　

契
約
の
締
結

　

（
仮
称
）
ま
ち
づ
く
り
コ
ア
・
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
新
築
工
事
（
建
築
主
体
工
事
）
に

か
か
る
契
約
締
結
で
す
。

　

包
括
外
部
監
査
契
約
の
締
結

　

外
部
の
監
査
人
が
自
ら
の
判
断
で
管

理
が
適
正
か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ
て
い

る
か
監
査
す
る
も
の
で
す
。

Q
外
部
監
査
は
30
年
度
で
終
了
す
る

が
、
指
摘
事
項
の
対
応
は
ど
う
か
。

A
指
摘
事
項
の
対
応
方
針
を
ま
と
め
、

結
果
を
追
跡
し
て
措
置
状
況
を
公

表
す
る
。

Q
第
３
者
か
ら
見
た
監
査
は
意
義
が

あ
る
が
、
テ
ー
マ
は
ど
う
か
。

A
行
政
は
適
性
執
行
と
確
信
し
て
い

て
も
外
部
監
査
の
視
点
で
は
問
題

と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
テ
ー
マ
と

し
て
は
他
に
も
あ
る
と
考
え
る
。

  

採
決
　
以
上
５
件　

全
員
賛
成
に
て

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

１
月
17
日

● 

第
２
次
総
合
計
画
の
実
施
計
画
（
案
）

に
つ
い
て

● 

教
育
大
綱
の
改
定
に
つ
い
て　

他

２
月
13
日

● 

衆
議
院
議
員
選
挙
小
選
挙
区
の
開
票

に
お
け
る
不
適
切
集
計
に
つ
い
て

● 

旧
甲
賀
病
院
跡
地
利
用
に
つ
い
て
他

３
月
22
日

● 

信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、
信
楽
伝

統
産
業
会
館
等
建
設
工
事
の
設
計
概

要
に
つ
い
て

● 

衆
議
院
議
員
選
挙
小
選
挙
区
の
開
票

に
お
け
る
不
適
切
集
計
に
つ
い
て

所
管
事
務
調
査

信楽地域市民センター・信楽伝統産業会館

活用が待たれる旧甲賀病院跡地

総合計画、財政、自治振興、危機管理等に関わる委員会です。
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付託議案
　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

　

国
民
健
康
保
険
法
が
改
正
さ
れ
、
平

成
30
年
度
か
ら
は
都
道
府
県
が
財
政
運

営
の
責
任
主
体
と
な
り
ま
す
。
県
が
示

す
確
定
係
数
で
は
一
人
当
た
り
の
保
険

料
を
２
７
９
１
円
上
げ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
基
金
の
対
応
も
含
め
被
保
険

者
の
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
に
十
分

検
討
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

  

反
対
討
論

　

皆
保
険
制
度
の
要
で
あ
る
国
保
に

は
、
加
入
者
の
構
成
も
変
わ
っ
て
き
て

お
り
構
造
的
な
課
題
が
あ
る
。
新
制
度

移
行
初
年
度
に
あ
っ
て
、
負
担
が
増
え

る
可
能
性
も
あ
る
。
よ
っ
て
反
対
す
る
。

  

賛
成
討
論

  

少
子
高
齢
化
時
代
、
先
を
見
越
し
た

予
算
編
成
の
た
め
に
は
県
へ
の
移
管
が

必
要
で
あ
り
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に

基
づ
く
疾
病
予
防
も
図
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

　

採
決
　 

賛
成
多
数
に
て
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定

常任委員会報告

厚生文教常任委員会

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

  

反
対
討
論

  

保
険
料
の
軽
減
措
置
が
段
階
的
に
削

減
さ
れ
て
き
て
い
る
。
高
齢
者
が
医
療

に
か
か
り
に
く
い
根
本
的
な
課
題
が
あ

り
反
対
す
る
。

  

賛
成
討
論

　

制
度
の
見
直
し
も
必
要
で
あ
る
が
、
高

齢
者
に
と
っ
て
今
や
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
制
度
で
あ
る
。
よ
っ
て
賛
成
す
る
。

  

採
決
　
賛
成
多
数
に
て
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定

　

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算  

反
対
討

　

要
介
護
認
定
が
２
年
に
延
長
に
な

り
、
昨
年
よ
り
認
定
回
数
が
減
り
、
認

定
調
査
費
が
減
額
し
ま
し
た
。
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
主
任
ケ
ア
マ
ネ
と

保
健
師
を
増
員
し
、
体
制
強
化
の
た
め
、

運
営
予
算
を
増
額
し
ま
し
た
。

  

反
対
討
論

   

高
齢
者
が
増
え
必
要
度
が
高
く
、
制

度
そ
の
も
の
が
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
充
実
す
れ
ば
保
険
料
に
反
映
す

る
と
い
う
矛
盾
が
あ
り
、
反
対
す
る
。

  

賛
成
討
論

  

平
成
30
年
度
は
介
護
保
険
料
の
改
定

が
あ
り
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

向
け
た
財
源
確
保
も
し
っ
か
り
見
込
ま

れ
て
い
る
、
よ
っ
て
賛
成
す
る
。

  

採
決
　
賛
成
多
数
に
て
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定

　

病
院
事
業
会
計
予
算

信
楽
中
央
病
院
に
か
か
る
予
算

　

診
療
所
事
業
会
計
予
算

み
な
く
ち
診
療
所
に
か
か
る
予
算

　

介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計
予
算

介
護
老
人
保
健
施
設
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

さ
さ
ゆ
り
に
か
か
る
予
算

  

採
決
　
以
上
３
件　

全
員
賛
成
に
て

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

中
学
校
卒
業
ま
で
医
療
費
無
料
化
の

拡
充
を
求
め
る
請
願

  

反
対
討
論

   

個
人
が
健
康
管
理
の
意
識
を
持
つ
た

め
に
も
一
部
負
担
の
検
討
も
必
要
。
年

間
経
費
の
確
認
も
す
べ
き
。
請
願
の
所

得
制
限
な
し
に
は
反
対
。

  

賛
成
討
論

  
全
国
的
な
動
き
で
も
あ
り
、
一
歩
踏

み
込
ん
だ
施
策
が
必
要
。

  

採
決
　
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
す
べ

き
も
の
と
決
定

新
水
口
体
育
館
建
設
に
か
か
る
検
討
経

過
に
つ
い
て

　

３
月
20
日
委
員
会
を
開
催
し
、
今
ま

で
の
経
過
と
今
後
の
予
定
、
お
よ
び
新

体
育
館
建
設
検
討
委
員
会
に
つ
い
て
質

疑
し
ま
し
た
。

Q
大
型
バ
ス
等
の
乗
り
入
れ
対
策
は
。

A
地
元
か
ら
市
道
鹿
深
・
京
町
線
の

拡
幅
を
要
望
さ
れ
て
お
り
、
基
本

計
画
に
盛
り
込
み
検
討
を
進
め
て

い
る
。

Q
建
設
検
討
委
員
会
の
構
成
は
。

A
水
口
地
域
代
表

     

水
口
地
域
区
長
会
推
薦 

６
名

　

 

綾
野
地
域
代
表

      

綾
野
地
域
区
長
会
推
薦 

５
名

　

 

利
用
団
体
代
表

      

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ 

１
名

      

体
育
館
利
用
団
体 

２
名

      

格
技
場
利
用
団
体 

１
名

　

３
月
19
日
、
20
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
特
別
会
計
予

算
案
・
企
業
会
計
予
算
案
８
件
、
条
例
案
11
件
、
そ
の
他
３
件
は
原
案

ど
お
り
可
決
、
請
願
１
件
は
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

特
別
・
企
業
会
計
予
算
等
原
案
ど
お
り
可
決

所
管
事
務
調
査

老朽化した水口体育館

市民の生活と福祉、文化やスポーツ、教育に関わる委員会です。
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付託議案
　

主
要
農
作
物
種
子
法
に
代
わ
る
公
共

品
種
を
守
る
新
し
い
法
律
を
つ
く
る

こ
と
を
求
め
る
請
願

  

反
対
討
論

　

今
後
わ
が
国
の
農
業
の
競
争
力
を
高

め
て
い
く
た
め
に
は
民
間
企
業
が
市
場

参
入
し
や
す
い
環
境
を
整
え
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
こ
の
理
由
に
よ
り
主
要
農
作

物
種
子
法
の
廃
止
が
決
ま
っ
た
。
し
か

し
各
都
道
府
県
の
品
種
も
今
後
守
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
、
例
え
ば
滋
賀
県
で

は
有
力
品
種
み
ず
か
が
み
な
ど
の
生
産

体
制
を
守
る
べ
く
種
子
供
給
に
関
わ
る

基
本
要
綱
が
制
定
さ
れ
て
お
り
反
対
。

  

賛
成
討
論

　

種
子
が
持
つ
高
い
安
全
性
と
公
共
性

こ
そ
が
日
本
の
主
要
農
作
物
の
強
み
で

あ
り
、
種
子
の
生
産
普
及
体
制
が
崩
壊

し
て
は
国
民
の
安
心
安
全
な
生
活
を
守

る
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と
か
ら
賛
成
。

  

採
決
　
賛
成
少
数
に
て
不
採
択
と
す

べ
き
も
の
と
決
定

　

３
月
20
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
請
願
２
件
、
予
算
案
３
件
、
条
例

案
５
件
、
財
産
の
処
分
案
３
件
、
市
道
路
線
案
２
件
に
つ
い
て
審
査
し

ま
し
た
。

請
願
２
件
、
付
託
議
案
13
件
に
つ
い
て
審
査

　

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
復
活

を
求
め
る
請
願

  

反
対
討
論

　

こ
の
制
度
が
廃
止
に
な
っ
て
直
接
農

業
に
与
え
る
影
響
は
、
今
措
置
さ
れ
て

い
る
予
算
か
ら
見
た
場
合
、
水
田
活
用

直
接
支
払
交
付
金
な
ど
ト
ー
タ
ル
で

７
４
２
億
円
。
当
初
、
所
得
補
償
の
場

合
は
７
１
０
億
円
で
、
差
額
分
28
億
円

は
農
業
政
策
に
対
し
て
配
慮
さ
れ
て
お

り
、
国
と
し
て
の
充
分
な
対
応
は
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
反
対
。

　

ま
た
、
農
業
者
の
所
得
を
補
償
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
市
場
経
済
の
ル
ー
ル

に
反
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
時

代
に
即
し
た
農
政
の
抜
本
的
な
見
直
し

を
進
め
、
食
料
自
給
率
の
改
善
、
国
土

の
保
全
、
日
本
の
安
全
安
心
な
農
作
物

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
、
国
を
あ
げ
て
推
奨

し
、
国
際
競
争
力
を
備
え
た
農
業
基
盤

の
確
立
を
目
指
す
制
度
改
定
を
進
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
反
対
。

  

賛
成
討
論

　

米
の
価
格
は
生
産
に
必
要
な
コ
ス
ト

を
大
き
く
下
回
り
、
米
を
作
れ
ば
作
る

ほ
ど
赤
字
に
な
っ
て
米
作
り
を
辞
め
る

し
か
な
い
。
米
価
が
低
す
ぎ
る
た
め
に
、

規
模
の
大
き
い
農
業
者
ほ
ど
赤
字
が
拡

大
し
て
、
経
営
危
機
に
陥
り
か
ね
な
い

状
況
で
あ
る
。
農
家
の
経
営
を
下
支
え

す
る
政
策
は
必
要
で
あ
り
賛
成
。

  

採
決
　
賛
成
少
数
に
て
不
採
択
と
す

べ
き
も
の
と
決
定

平
成
30
年
度
予
算

◆
野
洲
川
基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
特

別
会
計
予
算

◆
水
道
事
業
会
計
予
算

◆
下
水
道
事
業
会
計
予
算

条
例

◆
工
場
立
地
法
に
お
け
る
緑
地
等
の
基

準
の
特
例
を
定
め
る
条
例

　

緑
地
等
の
面
積
率
を
緩
和
す
る
こ
と

常任委員会報告

産業建設常任委員会

で
工
場
の
増
設
を
促
し
、
税
収
と
雇
用

を
確
保
す
る
こ
と
が
目
的
。
工
場
立
地

法
に
お
け
る
緑
地
の
基
準
の
特
例
を
定

め
る
も
の
。

◆
農
村
公
園
条
例
の
一
部
改
正

◆
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改

正
◆
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

◆
公
園
条
例
の
一
部
改
正

財
産
の
処
分

◆
財
産
の
処
分
に
つ
き
議
決
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
３
件
）

市
道
路
腺
の
廃
止
・
認
定

◆
市
道
路
線
の
廃
止

◆
市
道
路
線
の
認
定
（
現
地
調
査
実
施
）

  

採
決
　
以
上
13
件　

全
員
賛
成
に
て

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

水口頭首工

市道路線の認定現地調査

産業、建設、観光振興、上下水道、生活環境に関わる委員会です。
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各会派による 代表質問

順番
氏　　 名
（会派名）

質　　問　　事　　項

１
小
お

　河
がわ

　文
ふみ

　人
と

（志　誠　会）

1　平成29年第48回衆議院選挙小選挙区開票における不適切

集計について

2　市長施政方針と平成30年度予算編成について

3　甲賀市における重要とされる施策について

２
山
やま

　岡
おか

　光
みつ

　広
ひろ

（日本共産党甲賀市議員団）

1　民主主義の根幹を揺るがす衆院選小選挙区開票事務におけ

る不適正事件について

2　市民のいのちと暮らしを守る立場から国政の焦点について

3　新年度予算案について

4　市民が関心高い課題について

5　新しい庁舎に関する改善点について

３
白
しら

坂
さか

　萬
ま

里
り

子
こ

（公明党甲賀市議団）

1　平成30年度予算（案）及び施政方針について

2　公正な選挙執行について

3　本市の当面する課題について

４
谷
たに

　永
なが

　兼
けん

　二
じ

（凛　風　会）

１ 施政方針及び平成30年度予算について

２ 第２次総合計画・実施計画について

３ 公共施設等総合管理計画について

４ 庁舎周辺土地等の利活用について

５ （仮称）まちづくりコア・ステーションの整備について

６ （仮称）西部学校給食センターの整備について

７ ＪＲ草津線の利便性向上について

８ 新名神高速道路を活かしたまちづくりについて

９ 農業施策について

10 台風21号災害の復旧状況について

11 衆議院選挙における選挙管理委員会職員の不適切集計につ

いて

平成30年３月１日

平成30年　第２回甲賀市議会定例会代表質問

各会派による 代表質問 目次

危機・安全管理統括監 危機統括監 総合政策部長 総政部長 市民環境部長 市環部長

健康福祉部長 健福部長 産業経済部長 産経部長 こども政策部長 こ政部長

■答弁者の凡例
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志 誠 会

公職選挙法メモ 議員が選挙区内にあるもの対して寄付をすることは、いかなる名義でも禁止されています。

代表質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

Q
市
長
就
任
か
ら
現
在
ま
で
保
育
の

環
境
整
備
や
教
育
環
境
の
整
備
等
々
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対
応
さ
れ
て
き

た
今
回
の
30
年
度
予
算
に
お
い
て
の
考

え
を
問
う
。

 

市
長　

ま
ず
乳
幼
児
健
康
診
査
事
業

に
つ
い
て
、
信
楽
地
域
で
の
４
か
月
児

健
診
及
び
10
か
月
児
健
診
に
つ
き
、
平

成
30
年
度
よ
り
、
医
師
確
保
に
よ
り

再
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
水

口
西
保
育
園
を
旧
甲
賀
病
院
跡
地
に
移

転
・
新
築
し
、
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
や
子
育
て
支
援
拠
点
と
な

る
べ
く
予
算
を
計
上
。

Q
海
外
都
市
友
好
交
流
推
進
事
業
と

地
場
産
業
販
路
開
拓
事
業
は
地
域
産
業

振
興
を
図
る
た
め
関
連
性
を
保
た
せ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

 
市
長　

ジ
ェ
ト
ロ
滋
賀
の
伴
走
支
援

を
頂
き
、
幅
広
く
意
欲
あ
る
事
業
者
の

支
援
体
制
を
図
り
た
い
。

Q
（
仮
称
）
甲
賀
北
地
区
工
業
団
地
整

備
事
業
の
拡
張
は
。

 

市
長　

既
存
市
街
化
区
域
の
15
・
５

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
整
備
区
域
と
し
て
事
業

を
進
め
て
い
る
。
今
後
東
側
へ
の
事
業

拡
大
に
向
け
関
係
機
関
協
議
を
進
め

る
。

Q
地
域
医
療
・
僻
地
医
療
の
考
え
方

に
つ
い
て
、
人
口
減
少
対
策
と
の
整
合

性
を
ど
う
保
つ
べ
き
か
。

 

市
長　

限
ら
れ
た
地
域
資
源
を
活
用

し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
、
包

括
的
な
医
療
介
護
体
制
の
構
築
を
早
期

に
目
指
す
。

ＱＲコード

旧甲賀病院跡地に体育館・保育園

Q
民
主
主
義

の
根
幹
を
揺
る

が
す
衆
院
小
選

挙
区
開
票
事
務

に
お
け
る
不
適

正
事
件
に
つ
い

て
、
ど
こ
に
問

題
が
あ
っ
た
の

か
。
市
長
の
政

治
的
責
任
は
。

 

市
長　

法
令

遵
守
に
対
す
る

認
識
の
欠
如
以

外
の
何
物
で
も

な
い
。
言
語
道

断
、
極
め
て
残
念
で
遺
憾
。
今
後
職
員

の
意
識
改
革
、
こ
れ
ま
で
の
組
織
体
質

を
抜
本
的
に
改
革
し
て
い
く
。

Q
甲
賀
市
職
員
の
労
働
実
態
は
。

 

総
務
部
長　

パ
ー
ト
を
除
く
非
正
規
職

員
は
４
０
９
人
、
正
規
職
員
の
時
間
外

勤
務
は
平
均
月
10
・
４
時
間
。
新
庁
舎

後
の
残
業
は
月
平
均
８
・
１
か
ら
９
・
９

時
間
増
加
。
休
日
出
勤
の
代
替
は
97
％

が
８
週
間
以
内
に
振
り
替
え
て
い
る
。

Q
新
年
度
予
算
で
、
新
規
・
拡
充
事
業
。

合
併
特
例
債
の
見
込
み
、
延
長
の
動
き

に
対
す
る
所
見
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付

金
１
億
円
の
見
込
み
、
学
校
給
食
費
の

父
母
負
担
軽
減
・
無
償
化
は
。
病
児
保

育
の
計
画
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
の
さ
ら
な
る
拡
充
。
コ
メ
の
戸
別
所

得
補
償
制
度
廃
止
に
よ
る
甲
賀
市
内
農

家
の
影
響
は
。

 

総
務
部
長　

新
規
は
「
夢
の
学
習
事

業
」
な
ど
８
事
業
、
継
続
拡
充
は
「
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
事
業
」「
介
護
職
員

支
援
事
業
」
な
ど
31
事
業
。
合
併
特
例

債
は
15
億
８
４
０
万
円
、
具
体
的
で
は

な
い
が
、
再
延
長
と
な
れ
ば
新
た
な
発

行
期
限
を
見
据
え
活
用
事
業
を
精
査
す

る
。
１
億
円
は
目
標
と
す
る
も
の
。

 

教
育
部
長　

無
償
化
に
要
す
る
４
億

円
近
い
財
源
の
確
保
等
、
多
方
面
か
ら

慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

こ
政
部
長　

早
期
の
実
施
に
向
け
て

医
療
機
関
と
協
議
中
。

 

産
経
部
長　

域
内
経
済
好
循
環
を
図

る
効
果
の
高
い
制
度
で
あ
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。
戸
別
所
得
補
償
廃
止
の

影
響
は
約
１
億
６
千
万
円
の
減
収
と
試

算
。

ＱＲコード

選挙開票事務における不正問題の記者会見（２月６日）

「
オ
ー
ル
甲
賀
で
未
来
に
つ
な
ぐ
」

本
格
予
算
に
つ
い
て
問
う

小河　文人

共 産 党

選
挙
開
票
不
正
事
件
、
い
の
ち
と

く
ら
し
、
平
和
守
る
市
政
に

山岡　光広
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Q
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
と
構
成
は
。
ま
た
岩
永
カ
ラ
ー

の
強
調
し
た
い
と
こ
ろ
は
。

 

市
長　

市
民
要
望
や
意
識
調
査
・
会

派
要
望
・
議
会
・
監
査
か
ら
の
指
摘
事

項
な
ど
優
先
順
位
を
考
慮
し
、
予
算
の

財
源
措
置
を
行
っ
た
。
ま
た
私
の
カ

ラ
ー
は
、
「
オ
ー
ル
甲
賀
で
未
来
に
つ

な
ぐ
、
子
育
て
や
教
育
の
充
実
」
を
図

り
、
本
市
の
持
続
的
な
発
展
に
つ
な
げ

た
い
。

Q
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
、

今
後
の
働
き
方
改
革
の
所
見
と
職
員
の

定
員
適
正
化
は
。

 

市
長　

昨
年
「
イ
ク
ボ
ス
宣
言
」
を
し
、

仕
事
と
暮
ら
し
の
両
立
を
率
先
垂
範

し
、
一
層
の
効
率
化
を
図
る
。
ま
た
定

員
管
理
は
人
件
費
削
減
の
手
段
で
は
な

く
、
常
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
念
頭

に
、
必
要
な
人
材
育
成
を
図
り
適
正
に

行
う
。

Q
公
正
な
選
挙
執
行
に
つ
い
て
一
連

の
不
祥
事
に
対
し
て
、
今
後
の
対
策
と

決
意
は
。

 

市
長　

民
主
主
義
の
基
礎
た
る
選
挙

権
に
つ
い
て
信
頼
を
失
墜
さ
せ
極
め
て

残
念
で
遺
憾
。
警
察
捜
査
に
全
面
協
力

の
中
、
前
総
務
部
長
ら
は
自
宅
待
機
。

他
、
マ
ス
コ
ミ
対
応
、
議
会
へ
の
報
告
、

管
理
職
研
修
・
訓
示
等
を
行
い
、
様
々

な
機
会
で
説
明
と
謝
罪
を
し
て
い
る
。

Q
生
活
道
路
の
速
度
制
限
（
ゾ
ー
ン

30
）
に
つ
い
て
今
後
の
計
画
は
。

 

市
環
部
長　

地
域
要
望
の
ゾ
ー
ン
30

指
定
は
、
積
極
的
に
甲
賀
警
察
署
に
働

き
か
け
、
実
現
に
向
け
努
め
る
。

ＱＲコード

Q
新
年
度
予
算
に
関
し
伺
う
。
ど
ん

な
甲
賀
市
に
す
る
か
の
市
民
と
の
ビ

ジ
ョ
ン
の
共
有
が
大
事
。
新
規
事
業
の

ポ
イ
ン
ト
と
見
込
ま
れ
る
効
果
は
。

 

市
長　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が

健
康
で
活
き
活
き
と
活
躍
で
き
る
地
域

を
作
る
た
め
に
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
示
し
て
い
る
「
夢
の
学
習
」

や
「
民
設
民
営
の
児
童
ク
ラ
ブ
助
成
事

業
」
「
海
外
都
市
友
好
交
流
推
進
事
業
」

「
忍
者
を
核
と
し
た
観
光
拠
点
施
設
整

備
事
業
」
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

支
援
事
業
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

Q
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド

で
の
財
源
確
保
の
取
り
組
み
は
。

 

市
長　

様
々
な
課
題
解
決
の
施
策
実
施

に
は
財
源
が
必
要
。
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
順

序
と
し
て
、
ま
ず
は
行
政
内
部
で
出
来

る
こ
と
か
ら
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
職

員
が
汗
を
か
き
な
が
ら
し
っ
か
り
と
内

部
の
無
駄
削
減
に
努
め
る
こ
と
が
第
一
。

Q
公
民
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
向
上
し
支
え
る
た
め
、
民

間
の
力
を
最
大
限
に
生
か
し
最
小
経
費

で
最
大
効
果
を
上
げ
る
取
り
組
み
は
。

 

市
長　

新
年
度
は
新
た
に
大
学
の
知

的
資
源
を
活
か
し
た
学
び
の
場
や
研
究

フ
ィ
ー
ル
ド
を
設
け
、
市
民
・
事
業
者

及
び
大
学
と
の
連
携
を
促
進
す
る
。

Q
市
民
負
担
が
少
な
く
で
き
る
合
併

特
例
債
の
今
後
の
活
用
方
針
は
。

 

市
長　

真
に
必
要
な
事
業
に
つ
い
て

は
、
可
能
な
限
り
活
用
し
な
が
ら
、
将

来
に
責
任
あ
る
対
応
を
確
実
に
進
め
て

行
く
。

ＱＲコード

代表質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

議員は選挙区内に暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことが禁止されています。

公 明 党

平
成
30
年
度
予
算
お
よ
び
本
市
の

当
面
す
る
課
題
に
つ
い
て

白坂萬里子

凛 風 会

ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
未
来
へ
つ
な

ぐ
施
策
展
開
を

谷永　兼二

広野台地域のゾーン30の標識

多様性を活かしたネットワークづくり　概念図

集落生活圏をつなぐ「暮しの補完機能」
◇フルセットではなく、「あるもの活かし」の相互補完
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順番 氏　　名 質問事項

９ 奥
おく

田
だ

　宏
こう

嗣
じ

1　市民が安全で安心して生涯スポーツ

が楽しめる環境整備について

2　第２次甲賀市総合計画にある人口増

加への手立て、婚活支援事業につい

て

10 田
た

中
なか

　新
あら

人
と

1　農業生産工程管理（ＧＡＰ）の推進

について

2　保育環境について

3　オウム真理教関連団体対策について

4　高齢者の自動車運転について

11 山
やま

中
なか

　善
よし

治
はる 1　選挙開票における不適切処理事案に

ついて

12 土
つち

山
やま

　定
さだ

信
のぶ

1　南海トラフ巨大地震の防災対策につ

いて

2　介護人材確保について

3　土山町の東海道を観光資源として生

かす市の戦略を問う

13 堀
ほり

　　郁
いく

子
こ 1　甲賀市の防災対策について

2　子育て支援について

14 森
もり

田
た

　久
ひさ

生
お 1　当市の人口減少実態と要因・歯止め

施策について

15 岡
おか

田
だ

　重
しげ

美
み

1　介護人材確保について

2　公民館の老朽化に伴う対策について

3　コミュニティバスの運行改善につい

て

4　桜ヶ丘区法面崩壊箇所の復旧工事に

ついて

5　閉校・閉園後の施設利活用について

16 小
こ

西
にし

喜
き

代
よ

次
つぐ

1　再度信楽町勅旨の西恩寺橋の拡幅を

求める

2　大戸川のダムに頼らない治水対策の

推進と道路整備について

3　旧甲賀病院跡地を「医療と福祉」ゾー

ンに

4　信楽、土山地域での乳幼児健診の再

開を

17 橋
はし

本
もと

　恒
ひさ

典
のり 1　甲賀市の協働のまちづくりについて

2　市内の河川整備と河川管理について

議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

順番 氏　　名 質問事項

１ 田
た

中
なか

　喜
よし

克
かつ

1　貴生川小学校児童の安全通学に、杣

川架橋の歩行者専用橋を積極的取り

組みで設置を

2　住居表示・字の区域変更の実施で地

域・まちのイメージアップを

3　誇れる環境施策「生ごみ堆肥化事業」

の更なる積極的取り組みを

4　甲賀市の「働き方改革」を甲賀市シ

ルバー人材センターと共に進められ

ないか

２ 鵜
う

飼
かい

　　勲
いさお

1　衆院選での市選管による白票水増し

事件について

2　甲賀斎場における火葬残骨灰処理の

実態について

３ 糸
いと

目
め

　仁
まさ

樹
き

1　立命館大学との連携で甲賀市の大学

生人口を増やせないか

2　服部半蔵正成をテーマにした大河ド

ラマや映画の誘致はできないか

3　甲賀市による新天皇陛下御即位の祝

意を表せないか

４ 辻
つじ

　　重
しげ

治
じ

1　農村、農林業の振興について

2　名神名阪連絡道路促進について

3　（仮称）甲賀北地区工業団地について

５ 田
た

中
なか

　將
まさ

之
ゆき

1　平成 30 年度税制改正にかかる市の取

り組みについて

2　行政 ･ 地域×デザインに対する取り

組みについて

3　民泊新法が６月に施行されるにあた

り市の取り組みは

4　ダイバーシティ推進に取り組む甲賀

市へ

６ 山
やま

中
なか

　修
しゅう

平
へい 1　再度小中学生のスマホ使用ルール作り

について

７ 橋
はし

本
もと

　律
りつ

子
こ

1　オール甲賀で未来につなぐ施策につい

て

2　市民サービスの向上について

3　超高齢化社会への対応について

８ 里
さと

見
み

　　淳
あつし 1　学校設備の余裕教室の活用について

2　ふるさと納税について

市の考えを問う17人の
議員が

平成30年　第２回甲賀市議会定例会一般質問

市の考えを問う 目次17人の
議員が

平成30年

３月７日・８日・９日
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一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

田中　喜克

地
球
に
優
し
い
事
業
前
向
き
に
推
進

生
ご
み
堆
肥
化
事
業
更
に
積
極
的
に

Q
貴
生
川
小
学
校
児
童
の
安
全
通
学

に
資
す
る
た
め
、
杣
川
に
歩
行
者
専
用

橋
の
積
極
的
設
置
取
り
組
み
を
。

 

市
長　

既
存
北
杣
橋
の
自
転
車
歩
行

者
道
の
拡
幅
は
構
造
上
無
理
で
あ
る
。

歩
行
者
専
用
橋
は
貴
生
川
駅
周
辺
の
市

街
地
拡
大
や
居
住
集
積
を
核
と
し
た
整

備
事
業
の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
て
、
専

用
橋
の
具
体
的
整
備
を
判
断
す
る
。

Q
住
居
表
示
・
字
の
区
域
の
変
更
の

実
施
で
甲
賀
市
の
都
市
的
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
。
ま
た
、
市
庁
舎
周
辺
の
住

居
表
示
は
市
イ
メ
ー
ジ
の
象
徴
と
し
て

早
急
な
取
り
組
み
を
。

 

市
長
・
総
務
部
長　

都
市
的
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
住
居
表
示
・
字
の
区
域
変

更
は
有
効
な
手
段
と
認
識
し
て
い
る
。

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
の
皆

様
の
合
意
形
成
が
必
要
。
ま
た
、
多
額

の
費
用
も
要
す
る
こ
と
か
ら
慎
重
な
検

討
の
も
と
進
め
て
い
く
。

　

庁
舎
周
辺
の
住
居
表
示
は
効
果
を
十

分
に
検
証
・
検
討
し
推
し
進
め
る
。

Q
甲
賀
市
の
働
き
方
改
革
を
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
共
に
。
委
託
す

る
業
種
内
容
を
会
員
の
知
識
や
経
験
が

活
か
せ
る
業
務
に
変
え
ら
れ
な
い
か
。

 

市
長　

高
齢
者
の
能
力
を
十
分
に
生

か
し
て
い
た
だ
く
「
甲
賀
市
民
総
活
躍

プ
ラ
ン
」
と
し
て
取
り
組
み
を
推
進
す

る
。

Q
全
国
か
ら
視
察
の
絶
え
な
い
生
ご

み
堆
肥
化
事
業
を
も
っ
と
積
極
的
推
進

を
。

 
市
長　

環
境
に
有
用
、
研
究
推
進
す

る
。

ＱＲコード

鵜飼　　勲

信
頼
回
復
の
た
め
に
全
力
で
取
り
組
む

衆
院
選
白
票
水
増
し
事
件
に
つ
い
て

Q
事
件
に
つ
い
て
の

所
見
は
。

 

市
長　

大
変
多
く
の

方
々
に
不
信
感
を
抱

か
せ
る
結
果
と
な
っ

た
こ
と
に
深
く
お
詫

び
申
し
上
げ
る
。
徹

底
し
た
職
員
の
意
識

改
革
を
行
い
、
最
大

限
の
努
力
を
も
っ
て

今
後
信
頼
回
復
に
取
り
組
む
。

Q
事
件
発
生
か
ら
の
対
応
は
。

 

副
市
長　

事
務
を
統
括
す
る
立
場
に

あ
る
者
と
し
て
改
め
て
お
詫
び
申
し
上

げ
る
。
捜
査
に
支
障
に
な
ら
な
い
範
囲

内
で
、
ま
た
、
選
挙
管
理
委
員
会
と
い

う
中
立
性
・
独
立
性
が
高
く
求
め
ら
れ

る
機
関
で
あ
る
こ
と
を
十
分
配
慮
し
て

事
件
の
把
握
に
努
め
て
き
た
。

Q
事
件
発
生
か
ら
の
対
応
は
。

 

選
管
委
員
長  

２
月
２
日
に
市
長
か
ら

当
該
事
実
の
説
明
を
受
け
、
２
月
３
日

に
関
係
職
員
か
ら
事
情
を
聞
き
取
り
公

職
選
挙
法
に
抵
触
す
る
恐
れ
が
あ
る
行

為
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
昨
日
（
３

月
６
日
）
に
臨
時
選
挙
管
理
委
員
会
を

開
催
し
第
三
者
委
員
会
の
設
置
が
承
認

さ
れ
た
。

Q
甲
賀
斎
苑
に
お
け
る
火
葬
残
骨
灰

処
理
の
実
態
は
。

 

市
環
部
長　

収
骨
を
終
え
た
残
骨
灰

は
、
斎
苑
内
の
残
骨
灰
庫
で
保
管
し
委

託
業
者
に
よ
り
中
間
処
理
を
し
た
後
、

最
終
供
養
地
へ
納
骨
し
て
い
る
。

Q
遺
族
感
情
へ
の
配
慮
を
含
め
て
適

正
に
供
養
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

 

市
長　

ご
遺
体
へ
の
畏
敬
の
念
を
第

一
と
し
て
、
丁
寧
な
対
応
が
で
き
て
い

る
か
検
証
を
す
す
め
た
い
。

ＱＲコード

議員は選挙区内に病気見舞金を出すことが禁止されています。

A Q

A Q

住民の参加・協力で推し進める「生ごみ堆肥化事業」

衆議院議員総選挙投票所入場券
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一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

糸目　仁樹

伊
賀
市
と
の
協
議
会
で
Ｐ
Ｒ
し
た
い

忍
者
の
大
河
ド
ラ
マ
誘
致
で
き
な
い
か

Q
本
市
に
大
学
が
無
い
こ
と
が
人
口

流
出
の
大
き
な
要
因
。
草
津
市
の
立
命

館
大
学
前
に
バ
ス
停
を
設
置
し
、
本
市

か
ら
通
学
可
能
に
し
、
本
市
内
の
空
き

公
共
施
設
や
空
き
家
を
寮
に
し
、
更
に

本
市
主
力
の
薬
業
と
関
連
し
て
、
薬
学

部
分
室
を
誘
致
し
、
甲
賀
市
内
の
大
学

生
人
口
流
入
を
図
れ
な
い
か
。

 

建
設
部
長　

バ
ス
停
設
置
は
草
津
市

内
民
間
２
社
の
理
解
を
求
め
検
討
し
た

い
。

 

総
政
部
長　

同
大
学
の
学
生
は
草
津

市
内
に
１
万
３
千
人
居
住
。
包
括
協
定

を
機
に
、
本
市
の
空
き
家
・
公
共
施
設

で
の
学
生
居
住
を
大
学
と
検
討
中
。

 

産
経
部
長　

平
成
28
年
総
務
省
・
同

大
学
と
の
医
薬
品
製
造
業
強
化
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
薬
学
部
一
回
生
の
実
地
研

修
を
実
施
。
市
内
企
業
へ
の
就
職
促
進

に
期
待
。

Q
本
市
忍
者
観
光
に
、
象
徴
的
な
人

物
像
、
ス
ト
ー
リ
ー
が
必
要
。
伊
賀
市

と
連
携
し
、
本
市
も
深
く
関
わ
る
神
君

甲
賀
伊
賀
越
え
を
軸
に
し
た
服
部
半
蔵

正
成
の
大
河
ド
ラ
マ
等
を
誘
致
し
、
国

内
外
に
発
信
出
来
な
い
か
。

 

産
経
部
長　

か
つ
て
の
「
功
名
が
辻
」

ロ
ケ
よ
り
、
効
果
の
大
き
さ
を
認
識
し

て
い
る
。
「
忍
び
の
里
伊
賀
甲
賀
忍
者

協
議
会
」
に
て
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

Q
本
市
の
新
天
皇
陛
下
御
即
位
の
祝

意
を
改
元
に
合
わ
せ
て
表
せ
な
い
か
。

 

市
長　

国
民
の
皇
室
へ
の
理
解
は
大

切
。
全
国
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
、

市
民
の
声
を
参
考
に
検
討
し
た
い
。

ＱＲコード

辻　　重治

県
が
要
綱
に
基
づ
き
生
産
す
る

主
要
農
産
物
の
優
良
種
子
確
保
は

Q
種
子
法
の
廃
止
で
主
要
農
産
物
の

種
子
は
確
保
で
き
る
か
。

 

産
経
部
長　

県
は
米
、
麦
、
大
豆
の

種
子
に
つ
い
て
、
生
産
普
及
事
業
を
民

間
の
知
見
を
活
用
し
な
が
ら
引
き
続
き

生
産
性
、
収
益
性
向
上
の
た
め
優
良
種

子
生
産
を
行
う
。

Q
米
の
生
産
数
量
目
標
配
分
は
ど
の

よ
う
に
さ
れ
る
の
か
。

 

産
経
部
長　

30
年
産
か
ら
生
産
者
や

集
荷
業
者
、
団
体
が
中
心
と
な
り
需
要

に
応
じ
た
生
産
に
取
り
組
む
。

　

市
で
は
、
甲
賀
市
農
業
再
生
協
議
会

が
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
組
み
を
継

承
し
作
付
け
面
積
を
決
め
る
。

Q
２
０
２
１
年
全
国
植
樹
祭
が
甲
賀

市
で
開
催
さ
れ
、
国
土
緑
化
や
森
林
、

林
業
へ
の
関
心
が
高
ま
る
が
林
業
振
興

の
重
点
策
は
な
に
か
。

 

産
経
部
長　

森
林
境
界
の
明
確
化
、

間
伐
の
推
進
、
作
業
道
整
備
で
あ
る
。

Q
名
神
名
阪
連
絡
道
路
促
進
に
つ
い

て
地
域
の
期
待
は
大
き
い
が
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
は
。

 

市
長　

甲
賀
市
は
、
同
盟
会
会
長
と

し
て
、
担
当
部
は
事
務
局
と
し
て
意
欲

的
な
要
望
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

昨
年
か
ら
県
の
厚
い
支
援
を
頂
き
な

が
ら
今
後
も
粘
り
強
く
展
開
し
て
い

く
。

Q
（
仮
）
甲
賀
北
工
業
団
地
の
進
捗
状

況
は
。

 

建
設
部
長　

30
年
度
に
４
区
画
を
基

本
と
し
、
速
や
か
に
工
事
着
手
の
調
整

す
る
。
現
在
３
社
が
進
出
意
向
を
示
し

て
い
る
。

ＱＲコード

議員は選挙区内にお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。

A Q

A Q

神君甲賀伊賀越えのルートと言われる御斉峠

里山も林業振興の一環
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一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

田中　將之

こ
れ
か
ら
の
行
政
経
営
に
重
要

行
政
と
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
問
う

Q
全
国
の
自
治
体
で
デ
ザ
イ
ン
に
関

す
る
セ
ク
シ
ョ
ン
や
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
就
任
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
き
て
い
る
。
人

と
人
、
人
と
行
政
、
人
と
環
境
、
人
と

暮
ら
し
。
こ
れ
ら
を
デ
ザ
イ
ン
と
い
う

フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
す
こ
と
が
大
切
。
市

の
組
織
に
デ
ザ
イ
ン
担
当
部
署
の
設
置

を
。

 

市
長　

過
去
か
ら
の
承
継
や
継
続
も

大
事
だ
が
、
地
域
の
魅
力
を
さ
ら
に
高

め
て
い
く
た
め
に
は
、
他
自
治
体
と
の

違
い
を
出
し
た
独
自
の
取
り
組
み
に
よ

る
エ
ッ
ジ
の
効
い
た
ア
イ
デ
ア
や
、
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
事
業
を
創
出
す
る
仕

組
み
づ
く
り
が
重
要
。
積
極
的
に
検
討

す
る
。

Q
近
年
の
芸
術
系
大
学
は
地
域
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
デ
ザ
イ
ン
ま
で
研
究
領

域
の
幅
が
ひ
ろ
が
っ
て
き
て
い
る
。
小

規
模
多
機
能
自
治
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の

行
政
課
題
解
決
の
た
め
に
は
デ
ザ
イ
ン

的
視
点
が
大
変
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

県
内
の
芸
術
系
大
学
と
連
携
・
協
力
に

関
す
る
包
括
協
定
を
し
て
は
ど
う
か
。

 

市
長　

も
の
づ
く
り
な
ど
の
物
質
的

な
形
と
な
る
デ
ザ
イ
ン
は
も
と
よ
り
、

社
会
課
題
の
解
決
や
人
と
人
の
つ
な
が

り
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ

イ
ン
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ

ン
は
、
こ
れ
か
ら
の
行
政
経
営
に
重
要
。

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
の
課
題

を
抱
え
る
本
市
に
と
っ
て
、
ま
ち
づ

く
り
や
地
域
で
の
暮
ら
し
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
で
き
る
人
材
を
育
て
る
大
学
と

の
連
携
を
望
む
こ
と
か
ら
今
後
、
検
討

す
る
。

ＱＲコード

山中　修平

新
年
度
か
ら
早
急
に
対
応
す
る

改
め
て
ス
マ
ホ
の
使
用
ル
ー
ル
を

　

前
回
は
ス
マ
ホ
依
存
症
を
防
止
す
る

観
点
か
ら
で
し
た
が
、
今
回
は
ス
マ
ホ

が
学
力
に
及
ぼ
す
悪
影
響
を
警
告
す
る

観
点
か
ら
質
問
し
た
。

Q
最
近
の
甲
賀
市
の
小
中
学
生
の
学

力
は
全
国
比
較
で
い
か
が
か
。

 

教
育
部
長　

こ
こ
数
年
は
、
全
国
平

均
を
や
や
下
回
っ
て
い
る
。

Q
家
庭
で
の
勉
強
時
間
が
全
国
よ
り

少
な
い
理
由
は
。

 

教
育
部
長　

自
主
的
に
学
ぶ
習
慣
が
十

分
身
に
つ
い
て
い
な
い
こ
と
も
一
因
。

Q
家
で
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
を
す
る
時

間
が
全
国
よ
り
多
い
が
。

 

教
育
長　

テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
の
時
間

と
学
力
は
関
連
す
る
と
捉
え
て
い
る
。

Q
仙
台
市
の
調
査
で
、
ス
マ
ホ
や

S
N
S
の
使
用
時
間
が
長
い
ほ
ど
成
績

が
落
ち
る
と
い
う
報
告
が
あ
る
が
ど
う

考
え
る
か
。

 

教
育
部
長　

驚
く
べ
き
結
果
で
あ
り
、

家
庭
内
の
ル
ー
ル
や
適
切
な
使
い
方
が

必
要
で
あ
る
。

Q
こ
の
結
果
、
仙
台
市
は
す
ぐ
に
子

ど
も
の
ス
マ
ホ
使
用
ル
ー
ル
を
作
り
、

市
民
に
呼
び
か
け
た
が
、
甲
賀
市
の
考

え
方
は
い
か
が
か
。

 

教
育
長　

本
市
に
お
い
て
も
、
ス
マ

ホ
使
用
に
関
す
る
ル
ー
ル
づ
く
り
の
取

り
組
み
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
学
校
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
各
種
団
体
と
連
携
し
、
新
年

度
が
始
ま
り
次
第
で
き
る
だ
け
早
急
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

 

市
長　

ス
マ
ホ
使
用
に
関
す
る
取
り

組
み
は
、
教
育
委
員
会
を
中
心
に
、
関

係
諸
団
体
と
と
も
に
、
ル
ー
ル
づ
く
り

等
、
啓
発
へ
の
準
備
を
進
め
る
。

ＱＲコード

議員は選挙区内のお祭への寄付や差し入れが禁止されています。

A Q

A Q

成安造形大学ホームページから
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一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

橋本　律子

地
域
課
題
の
共
有
を
図
り
支
援
す
る

市
民
セ
ン
タ
ー
活
用
・
サ
ー
ビ
ス
は

Q
今
後
の
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
機
能
・

管
理
体
制
は
ど
う
な
る
か
。
サ
ー
ビ
ス

低
下
に
な
ら
な
い
か
。

 

総
政
部
長　

市
民
参
画
・
協
働
推
進

検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
23
の
地
域
市

民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
よ
り
自
治
振
興
会

支
援
に
力
点
を
お
く
の
が
望
ま
し
い
と

の
意
見
。
地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
嘱
託

職
員
を
配
置
し
セ
ン
タ
ー
長
と
と
も
に

地
域
課
題
の
共
有
を
図
っ
て
い
く
。
こ

れ
ま
で
以
上
に
支
援
し
、
サ
ー
ビ
ス
が

低
下
し
な
い
よ
う
努
め
る
。
ま
た
、
ま

ち
づ
く
り
の
専
門
家
等
に
支
援
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
委
託
の
予
算
化
を
し
た
。

Q
旧
甲
南
庁
舎
の
一
部
を
地
域
の
交

流
拠
点
と
す
る
計
画
と
聞
く
が
、
ど
う

利
活
用
す
る
の
か
。

 

総
務
理
事　

新
た
に
保
健
セ
ン
タ
ー
・

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
１
階
に
、
２

階
に
こ
じ
か
教
室
、
３
階
が
交
流
ス

ペ
ー
ス
と
公
共
団
体
事
務
所
。
広
く
市

民
の
研
修
会
や
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
公

民
館
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
設
計
を
進

め
て
い
く
。

Q
忍
者
を
核
と
し
た
観
光
拠
点
整
備

に
つ
い
て
、
市
民
の
意
見
を
ど
う
活
か

す
の
か
。

 

産
経
部
長　

皆
さ
ん
か
ら
の
提
言
と

市
の
方
向
性
が
概
ね
同
じ
で
あ
っ
た
。

整
備
事
業
推
進
委
員
会
に
お
い
て
、
忍

の
里
プ
ラ
ラ
周
辺
を
エ
リ
ア
と
し
て
ま

と
め
、
基
本
構
想
・
計
画
の
た
め
の
予

算
を
見
込
ん
だ
。
地
域
の
思
い
を
形
に

す
べ
く
整
備
を
進
め
た
い
。

ＱＲコード

甲賀市ふるさと納税ホームページ

里見　　淳

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
活
用
す
る

空
き
教
室
の
活
用
に
つ
い
て

Q
現
状
の
空
き
状
態
は
。

 

教
育
部
長　

当
初
普
通
教
室
と
し
て

設
置
さ
れ
た
教
室
の
う
ち
、
現
在
普
通

教
室
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
な
い
教
室

は
、
市
内
21
小
学
校
と
６
中
学
校
で
合

わ
せ
て
84
室
と
な
っ
て
い
る
。

Q
児
童
ク
ラ
ブ
に
活
用
し
て
は
。

 

こ
政
部
長　

関
係
各
所
と
調
整
を
図

り
、
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
よ
う
に

進
め
る
。

Q
自
治
振
興
会
な
ど
の
公
共
団
体
に

使
用
し
て
は
。

 

総
政
部
長　

自
治
振
興

会
や
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

と
し
て
整
備
す
る
こ
と
を

前
向
き
に
検
討
す
る
。

Q
活
用
に
関
し
て
基
準

は
あ
る
の
か
。

 

教
育
部
長　

マ
ニ
ュ
ア

ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作

成
す
る
。

Q
甲
賀
市
は
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
が
入
っ
て
く
る
額

よ
り
、
出
て
い
く
額
の
方

が
多
い
。
改
善
策
は
。

 

総
政
部
長　

前
年
度
ま
で
は
、
返
礼

品
と
し
て
千
円
程
度
の
お
茶
を
お
贈
り

し
て
い
た
。
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
、

地
場
産
品
や
観
光
体
験
プ
ラ
ン
な
ど

２
０
０
品
を
取
り
揃
え
た
。
ま
た
、
手

続
き
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
も
利
用
で
き
る
よ

う
に
整
え
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

Q
積
極
的
に
シ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス
を
。

 

市
長　

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
、

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
す
る
。

ＱＲコード

議員や後援会が選挙区内に有料の挨拶広告を出すと処罰されます。

A Q

A Q

利活用が待たれる甲南第一地域市民センター
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一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

奥田　宏嗣

相
談
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト･

ス
ク
ー
ル
等

結
婚
支
援
事
業
の
内
容
は

Q
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る
環
境

整
備
、
歩
道
、
街
灯
の
整
備
、
悪
路
点

検
は
。

 

建
設
部
長　

整
備
は
歩
道
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
考
慮
し
推
進
。
道
路
照
明
は

危
険
箇
所
に
設
置
。
悪
路
は
パ
ト
ロ
ー

ル
時
に
停
車
、
目
視
点
検
実
施
。

Q
観
光
面
も
視
野
に
自
転
車
走
行
可

能
な
歩
道
整
備
を
。

 

建
設
部
長　

整
備
に
は
有
効
幅
員
が

必
要
。
地
域
特
性
で
検
討
。

Q
甲
賀
Ｂ
＆
Ｇ
の
よ
う
な
年
間
利
用

可
能
な
プ
ー
ル
整
備
予
定
は
。

 

教
育
部
長　

市
営
で
の
整
備
予
定
は

な
し
。
信
楽
中
学
校
・
室
内
温
水
プ
ー

ル
は
５
～
10
月
一
般
市
民
に
開
放
。

Q
第
２
次
総
合
計
画
「
人
口
減
少
に
立

ち
向
か
う
」
と
い
う
施
策
の
具
体
的
な

考
え
を
伺
う
。

 

市
長　

行
政
だ
け
で
は
限
界
。
「
オ
ー

ル
甲
賀
」
の
理
念
の
も
と
人
口
減
少
対

策
へ
民
間
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

積
極
的
に
推
進
。

Q
婚
活
支
援
事
業
は
何
年
前
か
ら
実

施
か
。
ま
た
事
業
内
容
お
よ
び
成
果
は
。

 

総
政
部
長　

婚
活
イ
ベ
ン
ト
は
平
成

21
年
か
ら
。
相
談
業
務
や
婚
活
イ
ベ
ン

ト
・
婚
活
ス
ク
ー
ル
を
開
催
。
結
婚
の

実
績
は
、
過
去
５
年
で
増
加
傾
向
。

　

商
工
会
の
青
年
部
で
も
15
年
以
上
こ

の
よ
う
な
事
業
を
展
開
さ
れ
て
お
り
タ

イ
ア
ッ
プ
な
ど
さ
れ
、
も
っ
と
良
い
支

援
事
業
に
繋
が
る
事
を
期
待
す
る
と
こ

ろ
。 

ＱＲコード

田中　新人

農
産
物
の
信
頼
確
保
に
つ
な
が
る

農
産
物
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
へ
市
長
の
認
識
は

Q
農
産
物
の
Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業
生
産
工
程

管
理
）
認
証
へ
の
市
長
の
認
識
は
。

 

市
長　

大
変
重
要
な
取
り
組
み
で
、

食
品
の
安
全
性
の
向
上
、
環
境
の
保
全

の
み
な
ら
ず
、
農
作
業
上
の
安
全
の
確

保
、
品
質
の
向
上
、
農
業
経
営
の
効
率

化
が
図
ら
れ
る
な
ど
、
消
費
者
の
信
頼

確
保
に
よ
り
、
農
産
物
の
信
頼
確
保
に

つ
な
が
る
も
の
と
理
解
。
市
と
し
て
も

Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
に
つ
い
て
積
極
的
な
推
進

を
今
後
、
図
っ
て
い
き
た
い
。

Q
地
元
保
育
園
に
な
ぜ
入
園
で
き
な

い
の
か
。

 

こ
政
部
長　

入
園
審
査
基
準
指
数
表

に
よ
り
保
育
の
必
要
性
の
高
い
家
庭
か

ら
順
に
入
園
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

　

市
の
中
心
地
域
で
あ
る
水
口
地
域

は
、
現
在
の
保
育
施
設
の
受
け
入
れ
は

す
で
に
限
界
に
来
て
い
る
の
が
現
状

で
、
新
た
な
施
設
整
備
を
早
急
に
進
め

る
こ
と
が
抜
本
的
な
解
決
に
つ
な
が

る
。
今
後
の
園
づ
く
り
は
、
か
く
れ
待

機
児
童
を
含
め
、
待
機
児
童
を
出
さ
な

い
、
低
年
齢
児
保
育
の
受
け
入
れ
枠
の

充
実
、
保
護
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
取
り
組
み
を
進
め
る
。

Q
オ
ウ
ム
の
立
ち
退
き
が
出
来
な
い

か
。

 

市
環
部
長　

一
連
の
刑
事
事
件
の
裁

判
は
、
強
制
捜
査
開
始
か
ら
23
年
目
に

し
て
す
べ
て
終
結
。
「
団
体
規
制
法
」
に

解
散
等
の
規
定
が
な
く
、
法
整
備
が
進

ん
で
い
な
い
こ
と
と
、
憲
法
第
22
条
の

規
定
に
よ
り
移
住
移
転
の
自
由
が
認
め

ら
れ
、
教
団
信
者
の
立
ち
退
き
を
求
め

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 ＱＲコード

後援会が選挙区内に花輪・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

A Q

A Q

安心・安全なトマトハウス

結婚支援事業のパンフレット
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一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

山中　善治

庁
舎
内
の
閉
塞
感
に
課
題

な
ぜ
、
不
正
開
票
は
起
こ
っ
た
の
か

Q
２
年
前
「
４
期
16
年
は
長
す
ぎ
ま
せ

ん
か
」
を
掲
げ
ら
れ
た
所
感
は
。

 

市
長　

昨
今
の
時
代
変
化
の
ス
ピ
ー

ド
を
考
え
る
と
、
長
す
ぎ
る
こ
と
に
よ

る
組
織
の
マ
ン
ネ
リ
や
施
策
の
偏
り
に

よ
る
弊
害
が
生
じ
る
の
で
は
と
の
思
い

だ
。

Q
今
回
「
ミ
ス
を
ミ
ス
と
し
て
報
告
で

き
る
風
土
が
な
か
っ
た
の
か
」
と
語
ら

れ
た
思
い
は
。

 

市
長　

過
去
の
法
令
遵
守
、
安
全
管

理
の
欠
如
か
ら
発
生
し
た
問
題
を
教
訓

に
、
公
務
員
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
を

教
示
し
て
き
た
が
、
結
果
と
し
て
ミ
ス

を
報
告
で
き
る
風
土
の
欠
如
が
大
き
な

過
ち
に
繋
が
っ
た
。

Q
ま
じ
め
に
働
い
て
い
る
職
員
も
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
。
全
国
か
ら
の

信
用
失
墜
を
ど
う
取
り
戻
す
の
か
。

 

市
長　

職
員
全
員
が
法
令
、
規
範
を

遵
守
す
べ
き
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
強

い
志
と
自
覚
の
も
と
、
職
務
に
邁
進
す

る
以
外
、
信
頼
回
復
で
き
る
術
は
な
い

と
考
え
る
。
今
後
、
意
識
改
革
研
修
を

実
施
し
、
研
修
成
果
を
検
証
で
き
る
仕

組
み
も
早
期
に
構
築
し
、
不
正
を
断
ち

切
る
勇
気
、
正
し
い
こ
と
を
や
り
抜
く

力
を
備
え
た
、
風
通
し
の
良
い
職
場
で

の
職
務
に
精
励
す
る
。

　

最
後
に
、
本
件
は
、
国
で
言
え
ば
国

難
、
合
併
以
来
の
甲
賀
市
難
だ
。
２
代

目
市
長
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
難
局
を

乗
り
越
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
要
請
し

た
。

ＱＲコード

土山　定信

出
前
講
座
等
で
啓
発
し
て
い
る

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
防
災
対
策
は

Q
国
の
東
海
地
震
の
警
戒
宣
言
の
発

令
方
法
が
大
き
く
変
わ
っ
た
と
聞
く

が
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

 

危
機
統
括
監　

昨
年
、
地
震
予
告
の

考
え
が
変
わ
り
、
国
か
ら
の
警
戒
宣
言

に
つ
い
て
は
出
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

た
だ
し
、
気
象
庁
か
ら
危
険
が
高
ま
っ

た
と
の
情
報
は
、
発
信
さ
れ
る
場
合
が

あ
る
。

Q
こ
の
変
化
を
「
甲
賀
市
地
域
防
災
計

画
」
は
ど
の
よ
う
に
修
正
す
る
の
か
。

 

危
機
統
括
監　

東
海
地
震
警
戒
宣
言

等
の
文
字
は
消
す
が
、
危
険
が
高
ま
っ

た
と
の
情
報
に
対
し
て
は
、
対
応
す
る

内
容
と
す
る
。

Q
昨
年
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の

発
生
確
率
が
、
約
10
％
上
が
っ
た
と
報

じ
ら
れ
て
い
る
の
に
、
住
民
の
防
災
意

識
は
、
上
が
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。
啓
発
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

 

危
機
統
括
監　

出
前
講
座
等
を
行
い

啓
発
に
努
め
て
い
る
。
今
後
、
よ
り
効

果
的
に
な
る
よ
う
に
、
転
倒
防
止
マ
ッ

ト
等
の
啓
発
品
も
配
布
し
て
、
よ
り
啓

発
に
努
め
る
。

Q
避
難
誘
導
看
板
は
、
そ
の
時
の
対

応
も
必
要
で
あ
る
が
、
防
災
意
識
に
も

貢
献
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
表
示
内
容

が
現
状
に
あ
っ
て
い
な
い
箇
所
は
逆
効

果
で
あ
る
。
対
策
を
聞
く
。

 

危
機
統
括
監　

学
校
の
閉
校
等
も
あ

り
、
問
題
の
あ
る
箇
所
は
対
応
す
る
。

ＱＲコード

選挙区内の議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求をすることは禁止されています。

A Q

A Q

「開票事務テキスト」と

「甲賀市職員コンプライアンス行動指針」

もう一度防災対策を
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ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

堀　　郁子

防
災
ゲ
ー
ム
や
公
衆
浴
場
と
の
協
定

防
災
対
策
に
つ
い
て

Q
市
は
多
く
の
団
体
と
協
定
を
結
び
、

い
ざ
と
い
う
時
の
対
応
を
考
え
て
い
る

が
さ
ら
に
防
災
を
進
め
て
い
き
た
い
。

①
防
災
対
策
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る

地
域
へ
防
災
交
付
金
を
市
独
自
で
支
援

し
て
は
。

②
防
災
を
学
ぶ
た
め
に
す
ご
ろ
く
型
防

災
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
「
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｑ
」
を
小
中

学
校
の
防
災
教
育
に
取
り
入
れ
て
は
。

③
災
害
時
の
住
宅
確
保
に
空
き
家
や
空

き
ア
パ
ー
ト
を
活
用
し
て
は
。

④
各
施
設
の
調
理
室
を
災
害
時
に
使
用

す
る
の
に
修
繕
・
新
設
を
し
て
は
。

⑤
被
災
者
支
援
の
た
め
に
県
行
政
書
士

会
と
協
定
を
結
ん
で
は
。

⑥
看
護
師
の
特
定
行
為
研
修
〈
医
師
の

指
示
を
待
た
ず
に
一
定
の
診
療
補
助
を

行
え
る
研
修
〉
は
災
害
時
や
在
宅
介
護

の
処
置
な
ど
に
有
効
だ
が
受
講
者
に
支

援
を
し
て
は
。

⑦
災
害
時
に
公
衆
浴
場
と
協
定
を
結
ん

で
は
ど
う
か
。

⑧
女
性
向
け
の
災
害
対
策
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
を
作
成
し
て
は
。
の
８
点
を
質
問
。

 

危
機
統
括
監　

①
自
治
振
興
交
付
金

と
の
整
合
を
図
る
。
②
防
災
ボ
ー
ド

ゲ
ー
ム
は
生
徒
を
通
し
家
庭
や
地
域
に

も
広
が
り
を
期
待
。
導
入
を
検
討
。
③

空
き
家
の
利
活
用
は
調
査
。
④
改
善
要

請
。
⑤
県
の
協
定
利
用
。
⑥
制
度
の
推

移
を
見
る
。
⑦
公
衆
浴
場
と
入
浴
施
設

提
供
の
支
援
体
制
検
討
。
⑧
市
の
防
災

マ
ッ
プ
活
用
。

Q
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

①
読
書
通
帳
の
活
用
は
。

②
通
学
か
ば
ん
の
重
量
へ
の
対
策
は
。

 

教
育
部
長　

①
他
の
世
代
も
作
成
。

②
検
討

ＱＲコード

森田　久生

１
０
４
事
業
、
予
算
総
額
約
35
億
円

新
年
度
の
人
口
減
少
対
策
予
算
規
模
は

　

今
回
は
、
当
市
最
大
課
題
で
あ
る
「
人

口
減
少
」
一
点
に
的
を
絞
り
、
人
口
減

少
実
態
と
要
因
、
歯
止
め
施
策
、
予
算

等
に
つ
い
て
市
長
・
担
当
部
長
に
伺
う
。

Q
直
近
５
年
間
の
自
然
動
態
要
因
（
出

生
と
死
亡
の
差
）
、
社
会
動
態
要
因
（
転

入
・
転
出
の
差
）
に
よ
る
、
当
市
の
人

口
減
少
の
実
態
は
。

 

総
政
部
長　

直
近
５
年
間
の
自
然
動

態
要
因
で
１
０
３
６
人
、
社
会
動
態
要

因
で
１
０
４
０
人
減
少
。
土
山
・
甲
賀
・

信
楽
で
大
半
を
占
め
る
。

Q
転
出
要
因
と
主
な
転
出
先
、
並
び

に
年
代
別
等
の
特
徴
は
。

 

総
政
部
長　

転
出
要
因
は
仕
事
や
就

職
、
結
婚
や
家
庭
の
都
合
が
多
く
、
20

～
30
歳
代
の
若
い
方
が
、
大
阪
・
京
都
・

愛
知
・
三
重
・
兵
庫
方
面
等
に
転
出
し

て
い
る
。

Q
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
掛
か
ら
な

い
主
な
要
因
を
、
市
長
は
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
か
。

 

市
長　

①
公
共
交
通
が
不
便
②
希
望

す
る
仕
事
・
職
種
が
少
な
い
③
子
育
て
・

教
育
環
境
が
充
実
し
て
い
な
い
、
こ
の

３
点
が
主
な
要
因
と
認
識
し
て
い
る
。

Q
新
年
度
の
、
自
然
動
態
・
社
会
動
態

要
因
別
人
口
減
少
対
策
事
業
予
算
は
。

 

総
務
部
長　

自
然
動
態
要
因
対
策
予

算
と
し
て
、
「
健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う

事
業
」
他
全
体
で
45
事
業
、
約
18
億
円
。

社
会
動
態
要
因
対
策
予
算
と
し
て
「
（
仮

称
）
甲
賀
北
工
業
団
地
整
備
事
業
」
他
59

事
業
で
約
17
億
円
を
予
算
化
。

ＱＲコード

選挙区内の有権者が威迫あるいは議員を陥れる目的で寄付を求めると処罰されます。

A Q

A Q

読書通帳

開発工事着工を間近に控えた（仮称）甲賀北工業団地の予定地

一般質問
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ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

岡田　重美

調
査
研
究
を
し
施
策
に
つ
な
げ
た
い

介
護
人
材
確
保
対
策
は
喫
緊
の
課
題

Q
介
護
人
材
確
保
は
重
要
な
課
題
。

市
長
は
公
約
で
「
待
遇
改
善
に
よ
る
介

護
職
員
確
保
」
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の

間
の
対
応
は
。
ま
た
今
後
の
対
策
は
。

 

市
長　

実
務
者
研
修
費
の
助
成
支
援

等
行
っ
て
い
る
。
新
年
度
は
事
業
所
と

一
体
と
な
り
、
人
材
確
保
対
策
の
調
査

研
究
を
し
、
施
策
に
つ
な
げ
た
い
。

Q
公
民
館
の
老
朽
に
伴
う
改
修
計
画

は
。
洋
式
ト
イ
レ
の
整
備
計
画
は
。

 

教
育
長　

信
楽
は
計
画
あ
り
。
水
口

は
建
替
え
含
め
検
討
。
土
山
の
ト
イ
レ

は
和
式
か
ら
洋
式
に
改
修
す
る
。

Q
旧
東
海
道
田
村
神
社
か
ら
今
宿
間
、

末
田
か
ら
水
口
今
郷
間
の
コ
ミ
バ
ス
運

行
要
望
が
あ
る
。
ど
う
応
え
る
か
。

 

建
設
部
長　

今
後
検
討
し
て
い
く
。

国
道
１
号
線
か
ら
離
れ
て
い
る
地
域
へ

の
対
応
と
し
て
、
土
山
で
の
コ
ミ
タ
ク

運
行
も
検
討
し
て
い
く
。

Q
台
風
に
よ
る
桜
ヶ
丘
法
面
崩
壊
箇

所
は
５
ヶ
月
土
嚢
が
置
か
れ
た
ま
ま
で

あ
る
。
改
善
要
望
へ
の
対
応
は
。

 

建
設
部
長　

土
地
所
有
者
に
よ
り
、

土
砂
撤
去
に
向
け
書
類
整
備
中
で
あ

る
。
早
期
道
路
開
放
に
向
け
協
議
し
て

い
く
。

Q
山
内
小
学
校
、
鮎
河
小
学
校
、
鮎

河
保
育
園
の
閉
校
閉
園
後
の
施
設
利
活

用
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

 

総
政
部
長　

住
民
、
市
場
ニ
ー
ズ
を

捉
え
、
地
域
住
民
と
の
対
話
に
よ
る
合

意
形
成
を
図
っ
て
い
く
。
地
域
活
性
化

の
た
め
民
間
企
業
活
用
な
ど
も
含
め
再

編
協
議
会
な
ど
と
検
討
し
て
い
く
。

ＱＲコード

議員が選挙区内にあるもの対して寄付をすることは、いかなる名義でも禁止されています。

A Q

145 年の歴史を閉じた鮎河小学校

小西喜代次

修
繕
を
優
先
し
拡
幅
と
安
全
対
策
図
る

勅
旨
西
恩
寺
橋
の
拡
幅
と
歩
道
確
保
を

Q
12
月
議
会
に
続
き
信
楽
町
勅
旨
の

西
恩
寺
橋
の
拡
幅
と
歩
道
の
確
保
、
安

全
対
策
を
求
め
る
。

 

建
設
部
長　

昭
和
47
年
架
設
で
長
寿

命
化
に
よ
る
修
繕
対
応
の
際
に
拡
幅
等

を
検
討
。
県
公
安
委
員
会
な
ど
と
安
全

対
策
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

Q
大
戸
川
の
ダ
ム
に
頼
ら
な
い
治
水

対
策
の
推
進
と
県
道
栗
東
信
楽
線
大
鳥

居
交
差
点
の
平
面
交
差
道
路
を
。

 

建
設
部
長　

ダ
ム
は
下
流
地
域
へ
の

治
水
対
策
で
本
市
へ
の
治
水
効
果
は
な

い
。
今
後
の
計
画
は
見
直
し
の
見
込
み
。

大
鳥
居
交
差
点
の
平
面
交
差
は
早
期
実

施
に
向
け
国
や
県
に
粘
り
強
く
要
望
。

Q
旧
甲
賀
病
院
跡
地
は
、
甲
賀
市
全

体
の
ま
ち
づ
く
り
の
上
で
重
要
な
一
団

の
土
地
。
個
別
の
施
設
を
先
行
さ
せ
る

の
で
は
な
く
、
甲
賀
市
全
体
の
ま
ち
づ

く
り
の
観
点
で
、
総
合
的
で
一
体
的
な

計
画
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

市
長　

既
存
施
設
の
老
朽
化
及
び
合

併
特
例
債
の
活
用
で
、
最
も
対
応
を
急

ぐ
必
要
の
あ
る
、
新
水
口
体
育
館
及
び

水
口
地
域
公
立
保
育
園
を
整
備
す
る
。

Q
平
成
23
年
４
月
に
土
山
と
信
楽
地

域
で
の
乳
幼
児
健
診
が
廃
止
、
今
年
４

月
か
ら
信
楽
で
乳
児
健
診
が
再
開
。
市

内
ど
こ
で
生
ま
れ
て
も
均
し
く
育
ち
あ

う
環
境
づ
く
り
は
市
の
責
任
。
そ
の
認

識
は
あ
る
か
。
健
診
の
全
面
再
開
を
。

 

市
長　

出
生
数
に
か
か
わ
ら
ず
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
重
要
。
医

師
確
保
等
条
件
が
整
え
ば
再
開
す
る
。

ＱＲコード

A Q

信楽町勅旨の西恩寺橋。手前は国道307号

一般質問
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ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

橋本　恒典

市
民
と
地
域
課
題
を
共
有
し
進
め
る

市
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は

Q
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
市

の
考
え
方
は
。

 

市
長　

行
政
だ
け
で
地
域
課
題
全
て

に
対
応
す
る
に
は
限
界
が
あ
り
、
市
民

等
と
地
域
課
題
を
共
有
し
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
前
に
進
め
て
い
き
た
い
。

Q
自
治
振
興
会
の
現
状
と
課
題
は
。

 

総
政
部
長　

市
内
の
25
の
自
治
振
興

会
で
は
各
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
中

心
の
事
業
が
多
い
。

Q
市
内
の
市
民
活
動
の
現
状
は
。

 

総
政
部
長　

テ
ー
マ
型
市
民
活
動
団

体
と
し
て
は
２
８
０
以
上
の
団
体
が
あ

り
、
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

Q
中
間
支
援
施
設
の
整
備
は
。

 

総
政
部
長　

現
在
市
民
活
動
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
そ
の
機
能
を
担
っ

て
お
り
、
（
仮
称
）
ま
ち
づ
く
り
コ
ア
・

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
後
は
本
機
能
を
移

行
す
る
。

Q
活
動
拠
点
整
備
の
市
民
参
画
は
。

 

総
政
部
長　

よ
り
多
く
の
市
民
に
愛

着
を
持
っ
て
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
施

設
整
備
や
運
営
の
検
討
段
階
か
ら
市
民

の
意
見
の
反
映
が
必
要
と
考
え
る
。

Q
市
内
の
河
川
の
現
状
は
。

 

建
設
部
長　

市
内
に
は
１
０
５
の
一

級
河
川
と
多
く
の
普
通
河
川
が
あ
る
。

Q
市
内
河
川
の
維
持
管
理
の
現
状
は
。

 

建
設
部
長　

危
険
度
を
優
先
し
て
浚

渫
や
竹
木
の
伐
採
が
行
わ
れ
て
い
る
と

と
も
に
、
地
域
住
民
に
よ
る
河
川
愛
護

活
動
が
１
２
７
地
区
で
行
わ
れ
て
い

る
。

Q
中
小
河
川
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お
け
る
市
内
の
対
象
河
川
は
。

 

建
設
部
長　

県
内
で
６
河
川
が
対
象

で
、
そ
の
内
甲
賀
市
は
２
河
川
が
対
象
。

ＱＲコード

A Q

河川敷に生える多くの立木

一般質問

総務班

日 時

会 場

テーマ

日 時

会 場

テーマ

１

厚生文教班

２

産業建設班

３

日 時

会 場

テーマ

平成30年５月22日（火）　19時30分～ 21時

信楽開発センター

①平成30年度予算について

②甲賀市役所周辺整備について

③信楽地域市民センター新築及び周辺整備について

④選挙開票事務不正事案について

平成30年５月23日（水）　10時～ 12時

ここも～り（甲賀市子育て世代包括支援センター）

甲賀町大久保507番地２

子育て中のママ・パパ集まれ！

　～子育て支援について市議会議員と

　　　　　　　　　意見交換しませんか～

平成30年５月23日（水）　19時30分～ 21時

甲賀市役所　別館１階

忍者と信楽焼　日本遺産認定から１年

　～甲賀の観光を市議会議員と

　　　　　　　　　一緒に考えませんか～

平成30年５月22日（火）　19時30分～ 21時

信楽開発センター

①平成30年度予算について

②甲賀市役所周辺整備について

③信楽地域市民センター新築及び周辺整備について

④選挙開票事務不正事案について

平成30年５月23日（水）　10時～ 12時

ここも～り（甲賀市子育て世代包括支援センター）

甲賀町大久保507番地２

子育て中のママ・パパ集まれ！

　～子育て支援について市議会議員と

　　　　　　　　　意見交換しませんか～

平成30年５月23日（水）　19時30分～ 21時

甲賀市役所　別館１階

忍者と信楽焼　日本遺産認定から１年

　～甲賀の観光を市議会議員と

　　　　　　　　　一緒に考えませんか～

議会報告会開催のお知らせ 事前申し込みは不要です。

お気軽にお越しください。

事前申し込みは不要です。

お気軽にお越しください。
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第
一
回
定
例
会

　

３
月
28
日
に
開
か
れ
、
平
成
30
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算
（
総
額
37
億
８
５

４
万
３
千
円
）
、
及
び
平
成
29
年
度
補

正
予
算
（
５
２
１
万
９
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
36
億
１
２
２
８
万
５
千
円
）
、

及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
案
を
全

員
賛
成
に
て
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
で
対
前
年
度
比

８
５
６
５
万
４
千
円
増
と
な
っ
て
い
る

の
は
、
新
年
度
か
ら
湖
南
・
甲
賀
両
市

の
ゴ
ミ
袋
を
一
括
し
て
広
域
組
合
で
取

り
扱
う
こ
と
、
ま
た
消
防
関
係
で
は
し

ご
付
消
防
自
動
車
の
更
新
事
業
が
予
定

さ
れ
て
い
る
た
め
。

　

ま
た
平
成
28
年
３
月
１
日
に
発
生
し

た
救
急
車
両
の
遅
延
問
題
に
係
る
損
害

賠
償
請
求
事
件
に
関
し
和
解
が
成
立
し

た
こ
と
が
専
決
処
分
と
し
て
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
１
名
の
議
員
に
よ

り
救
急
出
動
と
病
院
搬
送
、
消
防
士
の

装
備
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　
　

運
用
開
始
披
露
式

　

１
１
９
番
通
報
受
付
か
ら
現
場
到
着

ま
で
迅
速
・
的
確
な
消
防
活
動
を
行
う

た
め
に
、
２
ヵ
年
を
か
け
て
整
備
し
て

き
た
「
高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
」
の

運
用
開
始
披
露
式
が
３
月
28
日
行
わ
れ

ま
し
た
。
固
定
電
話
や
携
帯
電
話
か
ら

の
１
１
９
番
通
報
の
位
置
、
災
害
場
所

を
特
定
し
出
動
す
る
消
防
車
両
や
救
急

車
の
現
在
地
が
的
確
に
把
握
で
き
る
な

ど
、
一
分
一
秒
を
争
う
消
防
活
動
に
欠

か
せ
な
い
シ
ス
テ
ム
で
す
。
ま
た
聴
覚

障
が
い
等
の
た
め
音
声
通
話
が
困
難
な

人
の
た
め
に
「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
」
も
整
備

さ
れ
ま
し
た
。 

甲
賀
広
域
行
政
組
合
議
会

組合議会報告

第
一
回
定
例
会

　

３
月
28
日
に
開
か
れ
、
平
成
30
年
度

一
般
会
計
予
算
、
病
院
事
業
会
計
予
算

な
ど
５
議
案
が
上
程
。

　

事
業
会
計
予
算
に
は
、
新
し
い

Ｘ
線
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影

装
置
な
ど
高
度
医
療
機
器
整
備
に

17
億
６
９
０
０
万
円
や
平
成
31
年
度

に
予
定
さ
れ
て
い
る
「
地
方
独
立
行
政

法
人
化
」
に
向
け
た
支
援
業
務
委
託
費

１
０
７
０
万
円
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

質
疑
で
は
、
診
療
単
価
の
積
算
根
拠

や
新
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
の
影
響
な

ど
に
つ
い
て
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

採
決
で
は
、
全
議
案
と
も
に
全
員
賛
成

に
よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
３
名
の
議
員
に
よ
り

「
地
方
独
立
行
政
法
人
化
」
に
向
か
う

経
緯
、
今
後
の
進
行
や
議
会
の
関
り
に

つ
い
て
質
問
が
行
わ
れ
、
平
成
30
年
９

月
及
び
12
月
に
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
条
例

制
定
な
ど
を
行
い
、
来
年
４
月
の
法
人

化
を
目
指
す
と
の
答
弁
で
し
た
。

視
察
研
修

　

２
月
15
・
16
日
に
和
歌
山
県
橋
本
市

民
病
院
・
独
立
行
政
法
人
桑
名
市
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
の
視
察
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

　

特
に
桑
名
市
で
は
独
立
行
政
法
人
化

を
い
ち
早
く
さ
れ
た
先
進
地
と
し
て
、

そ
の
利
点
、
欠
点
や
公
的
医
療
の
役
割

を
い
か
に
担
保
す
る
か
、
な
ど
の
視
点

で
研
修
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。

　

独
立
行
政
法
人
化
に
向
け
て
、
議
会

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
の
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

桑
名
市
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
を
視
察

公
立
甲
賀
病
院
組
合
議
会

高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始
披
露
式



この広報紙は古紙パルプを配合しています。

▼今年の冬は寒い日が続きました

が、３月に入り記録的な暖かさとな

り、桜も一気に開花しました。 ▼３月

議会では平成３０年度一般会計予

算を今回から全議員による予算決

算常任委員会で審査するとともに、

ほとんどの議案が委員会に付託さ

れ、審査しました。 ▼また、開票事務

不正調査特別委員会が設置され、特

別委員会において事実関係の把握・

検証や再発防止に向けた検証を行

っていくことになりました。 ▼今回か

ら全ページがカラーとなり、より身近

で見やすい市議会だよりにしていき

たいと思いますので今後ともよろし

くお願いいたします。

（広報特別委員　橋本恒典）

６月議会の予定

６月４日

６月12日

６月14日

６月15日

６月18日

６月19日

６月20日

６月21日

６月22日

６月25日

６月26日

６月28日

本会議（第１日）議案上程

提案理由説明

本会議（第２日）議案審議

本会議（第３日）一般質問

本会議（第４日）一般質問

本会議（第５日）一般質問

本会議（第６日）一般質問

　委員会

 

委員会予備日

本会議（第７日）最終日

　仁木家住宅は、杣街道沿いの深川市場の街並みの中

にひときわ高くそびえ立っています。

　一辺約７メートルの平面を持つ木造２階建の建物で、

大正12年に神戸の大工が建てたと伝えられています。

　屋根は妻切り落としの寄棟造と切妻を組み合わせた

スペイン風瓦葺きで、三角

形の屋根や観音開きの扉を

しつらえた外観に特徴があ

ります。

　また、室内はアーチと円

柱、持ち送りで飾られた玄

関があり、シャンデリアで飾られた居間など、室内も全て洋風に統一

された大正期を代表する甲賀の洋館建築といえます。

（引用：市教育委員会「甲賀を繙く」）

24

　少子化や人口減少が

言われる中、市内ではお

祭りなどの伝統行事が

子どもたちや若者によ

り引き継がれています。

甲賀町隠岐にある椿神社の流鏑馬（やぶさめ）神

事は五穀豊穣（ごこくほうじょう）を願うもので、

南北朝時代、この地を治めた佐々木氏が椿神社を

造営、流鏑馬を奉納したのが始まりとされていま

す。

　また、この行事は今年の稲作の豊凶を占う神事

でもあり、以前は４月３

日が例祭日と決められて

いましたが、近年は４月

第１日曜日に行われるよ

うになりました。

　今年は４月１日が第１

日曜日となり、例年より

早い桜の咲く中、伝統行

事による新年度のスター

トとなりました。
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（写真撮影：橋本恒典委員）
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紙面から動画にリンク!紙面から動画にリンク!

議会質問をスマホ・タブレットで視聴

各議員の顔写真の下のＱＲコードをスマート

フォンなどで読み取ると、その議員の一般質

問などの動画をご覧いただけます。

※視聴の際のデータ通信料はご自身の負担となります。

　市民の皆さんにもっと議会を身近に感じてもらいた

い。私たちはいつもそう思っています。議会開会中はど

なたでも簡単に傍聴していただけます。

　また、パソコンや「あいコムこうか」、スマートフォ

ンやタブレット端末でも議会中継がご覧いただけます。

日程や議員名などから映像を探す機能もありますので、

気軽にアクセスしてください。

傍聴やスマホで
　　　 議会を身近に

う
か

こ
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発見再発見再
仁木家住宅洋館
（大正時代・国登録）

仁木家住宅洋館
（大正時代・国登録）
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